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午前10時00分開議 

○渡部眞美委員長 おはようございます。 

 本日の出席委員は17名で全委員が出席をしてい

ます。 

 ただいまから、本日の委員会を開きます。 

 それでは早速、本日の日程であります一般会計

の歳出のうち、労働費、農林水産業費、商工費及

びその特定財源に関する歳入の細部質疑に入りま

す。 

 なお、関連であります議案第19号につきまして

も、あわせて質疑をいただきます。 

 質問者、挙手を願います。 

○金兵智則委員 おはようございます。 

 それでは、早速質問に移らせていただきたいと

思います。 

 まず、初めに特産品産地ブランド形成事業につ

いてお伺いしたいと思います。 

 こちらの事業は、特産品として期待できる農作

物の栽培試験などに助成すること、それとその特

産品の消費拡大に向けたＰＲを行うというような
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事業であったというふうに認識しておりますけれ

ども、現在、どのような状況で進まれているか、

まず状況をお伺いしたいと思います。 

○川合正人農政課長 特産品産地ブランド事業で

ございますが、こちらの事業につきましては、産

地ブランドの形成を図るための事業と、それを特

産品として、より普及していこうという特産品普

及促進事業の２本となっております。 

 平成26年の実績でございますが、産地ブランド

形成事業としましては、農協のほうで実施をしま

したロサンゼルスでの網走物産展、ＪＡの青果物

の試食、また特産品のＰＲなどをしたもの。また、

銀座の三越百貨店でホクレン大収穫祭に出展をし

て、網走市の農産物のＰＲをしました。また、姉

妹都市であります糸満市におきまして、ＪＡオホ

ーツクの網走フェアを10月に開催しております。

また、長芋の部会によりまして、市場ニーズとそ

の評価の情報交換を図るために、大阪に意見交換

に行っております。また、もう一つの特産品普及

促進事業でございますが、こちらのほうでは行者

菜の販売促進、メディアに向けたＰＲ、また行者

菜の成分分析並びにマタタビの販売促進のＰＲも

しまして、マタタビの成分分析もしております。

それにあわせまして、道経連主催の北の産地コネ

クトツアーでのＰＲ等も実施したところでござい

ます。 

○金兵智則委員 さまざまなところでＰＲ活動さ

れているということでありましたけれども、今年

度は、昨年度と比べて若干ではありますけれども、

予算額が減額となっております。その辺について、

詳しくお示しいただきたいと思います。 

○川合正人農政課長 こちらの事業が減少してい

るということでございますが、まず一つ目の産地

ブランド形成事業、こちらのほうにつきましては、

50万円ということで変更のほうはございません。 

 市のほうがＰＲをしていくという特産品普及促

進事業のほうが減額ということになってございま

すが、今回、理由につきましては、今議会におき

まして、平成26年度の補正ということで、国の緊

急経済対策を活用した補正をさせていただきまし

たけれど、そちらのほうでオホーツク産小麦消費

拡大事業や長芋の地場産品海外輸出促進事業など

への予算配分をしているということで、当初予算

では減額となっていますが、平成26年度の補正予

算と合わせますと、むしろ増額という形になって

いると思っております。 

○金兵智則委員 わかりました。理解させていた

だきたいというふうに思います。 

 現在までのところ、先ほど御説明がありました

行者菜ですとかマタタビ、長芋、小麦、それとホ

ームページ上には青汁、これも大麦ですね、麦を

使った青汁というのも特産品としてＰＲし、力を

入れていくというふうになっておりましたけれど

も、この先、何かこのような感じのものというお

考えがもしありましたら、お示しいただければと

思います。 

○川合正人農政課長 この先の農産品ということ

でございますが、今現在は長芋に力を入れている

ということもございます。 

 先ほども御説明しましたが、国の緊急経済対策

によりまして補正をしましたところで、特産品の

機能性を調査するという事業もございますから、

そういうところで商品の、農作物の可能性という

のですか、そういうところをこれから調査しなが

ら、今後ブランド化できるものについては、普及

をさせていきたいというふうに考えております。 

○金兵智則委員 以前もお話しさせていただきま

したけれども、ブランド化に当たっては、ぜひと

も７つを目指していただきたいというところもあ

ります。 

もう一点、今年度まで行われていた薬用作物

栽培促進事業補助金というのが来年度予算にはな

くなっていまして、主要事業調書というところで

は休止という扱いになっておりました。網走市と

しても、薬用作物に関しては拡大していきたいと

いう意向を持っていたというふうに認識しており

ましたけれども、休止となった理由についてお伺

いしたいと思います。 

○川合正人農政課長 薬用作物の栽培促進事業の

一時休止というところでございますが、こちらの

経過を御説明いたしますと、製薬会社との栽培契

約によりまして平成21年より試験栽培から始めま

して、栽培をしているというところでございます。

平成23年からは、25ヘクタールの栽培をしていた

ところであります。網走市としましても、産地の

体制整備のための設備投資に平成23年から助成を

していっておりまして、いろいろな機械を整備し

ていったところでございます。 

 ところが、製薬会社のほうから、センキュウの

需要の見通しが減少したということで、25ヘクタ
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ールから18ヘクタールへ減反してくれということ

のお話がありました。センキュウの部会と農協で

協議をしまして、どうしても仕方ないということ

で、部会のほうも受け入れたということがありま

した。そのため、平成26年度は今後の見通しが不

透明だということで、設備投資を行うことは生産

者団体としても負担が大きいということで、リス

クもあるということから、平成26年度は事業を見

合わせたところであります。 

 平成27年度につきましても、現在、これ以上の

設備投資をしていくのは難しいということで、今

回一時休止という判断をさせていただいたところ

でございます。 

○金兵智則委員 状況については、理解させてい

ただきたいと思います。製薬会社のほうで、とい

うことでございますので、いたし方ない部分もあ

るのかというふうに思いますけれども、センキュ

ウに限らず、違う種類のものも網走ではつくれる

のではないかというようなお話も聞いています。

一時休止ということでありますので、今後これで

全くなくなるわけではないということも期待しつ

つ、今後の展開を見定めていきたいと思っており

ます。 

 続きまして、水産物ブランド化事業についてお

伺いをいたしたいと思います。 

 網走には、多種多様のおいしい海産物がとれる

というのは御承知のとおりでありますけれども、

その中でも代表的な水産物７つを選定して、活き

粋き７珍として紹介したり、最近では、流氷明け

のウニ・カニのブランド化を進めております。こ

れらを普及促進していくために、おさかな普及事

業としてレシピ集の作成などをするというような

取り組みを進められておりますけれども、現在の

状況についてお伺いしたいと思います。 

○伊倉直樹水産漁港課長 水産物のブランド化の

取り組みの状況ということでございます。 

 昨今、漁業白書等で国民の魚離れというのが顕

在化しておりまして、こうした中、当市としまし

てはパンフレット等を作成しながら、例えばイベ

ント等で配布をするなどといった取り組みを行っ

ております。また、道外もしくは市内のイベント

会場等で、地場水産物の普及拡大に努めていると

ころでございます。 

○金兵智則委員 今後とも進めていっていただき

たいというふうに思いますけれども、そのような

中、今年度に地場水産物普及調査検討事業という

のを行いまして、地元で水揚げされる水産物への

市民ニーズや、市内の鮮魚小売店の現状を調査し、

市民に地場水産物を普及させる方法を検討すると

いうことで、検討会の開催やアンケートを実施す

るということでありました。 

 来年度には、この事業が予算計上されておりま

すので、今年度で完了されたのだなというふうに

思うところでありますけれども、全てまだまとま

りきっていないかもしれませんけれども、アンケ

ート結果も踏まえて、どのような方向性が出たの

かお示しいただきたいと思います。 

○伊倉直樹水産漁港課長 先ほどもお答えをさせ

ていただきましたが、昨今の国民の魚離れという

のが顕在化している中で、今後は人口の自然減少、

商店主の高齢化などによりまして、網走市内の水

産物小売店の存続が危惧されているといった状況

がございます。こうした状況を踏まえまして、お

魚屋さんに対する消費者のニーズと、魚を売る側

の実態を調査し、どのようにしたら地場水産物を

普及させることができるか、調査検討しようとい

う目的で取り組んだところでございます。 

 事業の取り組み状況ですが、まず昨年地場水産

物を普及させる方策を検討するため、市民向けと

水産物小売店向けのアンケート調査を実施いたし

ました。それから二点目としては、おさかな委員

会の構成団体であります網走地方卸売市場買受人

組合の小売部会のメンバー等と、鮮魚小売店の現

況と課題などについて意見交換を実施したところ

でございます。 

 アンケート調査の主な内容としましては、それ

ぞれ消費者というのは目的に応じて、例えば鮮魚

小売店とかスーパーなどでの購入をすみ分けして

いるということがわかりました。具体的には、例

えば贈答用ですとか特別なお客さんのおもてなし

をする場合には、多少値段が高くても鮮魚小売店

を利用すると。ただ、日常的に消費する魚介類に

つきましては、価格が控え目で、他の食材も購入

でき、また広い駐車場も完備している大手スーパ

ーを利用しているという状況がわかったところで

ございます。 

 それから、小売店のアンケート調査の特徴とし

ましては、大きな一つの課題としまして、市内の

小売店の高齢化と後継者問題が最も切実であると。

この部分に関しては、なかなか解決策を見出せな
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い状況ということがわかったところでございます。 

 それから、意見交換会の中では、小売店のアン

ケート結果同様、後継者問題が最も懸案事項であ

るということが再確認されたところであります。

また仮に、釧路の和商市場のように、お魚センタ

ーのような施設を用意した場合ということがあっ

ても、例えば既存の小売店を閉めて、もしくは既

存の店と併用して経営するということについては、

資金的にもマンパワー的にも非常に困難であると

いう状況がわかったところでございます。以上で

す。 

○金兵智則委員 まず、アンケートでは、市民の

ニーズの調査がわかったと。また小売店側にとっ

ては、後継者の問題であるような問題点がいろい

ろと判明したということで理解させていただきた

いと思います。 

来年度、おさかな普及事業につきましては、

予算が若干ではありますけれども増加をしており

ます。この調査検討結果を踏まえて、おさかな普

及事業は強化されていくというようなイメージな

のかと思いますけれども、その辺についてお伺い

したいと思います。 

○伊倉直樹水産漁港課長 こういったアンケート

調査等を踏まえて、来年度の予算に反映したかど

うかというお尋ねでございます。 

 平成27年度の予算要求に関しましては、平成26

年度、今年度より若干ふえております。しかしな

がら、今回の地場水産物の調査検討の結果を踏ま

えて予算を増額要求したかというのは、果たして

そこに直接結ばない状況でございます。といいま

すのは、意見交換の中で、小売店の後継者問題を

含めまして、地場水産物を普及させるための今後

の具体的な解決策というのは、最終的には見出せ

なかったという状況であります。 

 しかし、市としましては、引き続きさまざまな

イベントで地場水産物ＰＲに努めていきたいとい

うふうに考えておりますし、その意見交換会の中

でも、今後もこういった情報交換等を行うことは

非常に意味のあることだという貴重な御意見も頂

戴しておりますので、そういった部分につきまし

ては、例えば市役所の会議室等を使えば費用もか

かりませんので、そういった形での取り組みをし

ていきたいと思っております。 

 また、今年度の予算のふえた部分についてです

が、おさかなパンフレットというのを２年に１回

作成しております。来年度、平成27年度につきま

しては、この増刷版を印刷するということで、内

容も新たに多少グレードアップしながら予算要求

させていただいたので、この分がふえているとい

う状況になっております。 

○金兵智則委員 予算増額に対しては、２年に１

度のパンフレットを作成する時期だということで、

それでもこの調査検討事業を踏まえながら、お魚

離れを食いとめるために、さまざまな場面に活用

しながら周知を行っていくということであります。 

 また、あわせて水産物のブランド化事業という

のを進めていくのだと思うところでありますけれ

ども、この水産物ブランド化事業では、先ほども

言いましたけれども、網走活き粋き７珍や、また

流氷明けのウニ・カニブランド化推進事業と進め

ているのは、私も重々承知しております。これら

のＰＲが市民に伝わっているかと言えば、なかな

か厳しい状況ではないかというふうに考えるとこ

ろであります。また、市外のほうへと発信してい

き、ブランド化が進むと、市民の口に入りづらく

なるといったような可能性もあります。 

 水産物のブランド化、そして市民への普及とい

った観点からすれば、市内外どちらにもきちんと

した周知を行っていかなければならないというふ

うに考えますけれども、市としての見解をお伺い

したいと思います。 

○伊倉直樹水産漁港課長 ただいま委員のおっし

ゃるとおり、私も市内外に積極的にＰＲしていく

ということは非常に大事だと思っております。ど

ちらかというと、市外向けにＰＲをしているとい

うふうに見がちな部分があるかと思いますが、例

えば近年は市内のコンビニ等で観光客の入る７月、

８月といった時期に、当市の水産関係のパンフレ

ットも置いていただいて、例えば市内の方に目に

触れていただくとか、また観光客の方にも目に触

れていただくというような取り組みをやっており

ます。 

 また、例えば網走でとれたものの市内ではなか

なかお魚が口に入らないのではないかというお話

もありましたが、そういったことにつきましても、

今後、関係機関とどういった形で取り組んでいけ

ば、よりそういったことの要求に応えられるか、

調査研究をしてまいりたいと思っております。 

○金兵智則委員 今後の展開にも十分推移を見守

っていきたいと思っております。 
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 次に、商工関係になります。 

物産販路拡大事業があります。これには全部

で220万円ほどの予算が計上されておりますけれ

ども、その中には、今年度まで行われていた網走

フェア開催事業というのがなくなりました。 

 網走フェアは、札幌のホテルで網走の食材を利

用した特別メニューを提供し、網走の味覚を味わ

ってもらうことで、網走の知名度向上、網走で生

産される農水産物の流通拡大、それと網走への誘

客を目的として開催されていたというふうに認識

をしておりますけれども、この事業が終了した理

由と販路拡大という部分について、今後の展開に

ついてお伺いしたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 網走フェア開催事業の終

了に関する件ですけれども、網走フェアはホテル

オークラ札幌のレストランで、１カ月にわたり網

走の食材を用いた特別メニューを売り出し、網走

の食材のＰＲと販路の拡大を目的としまして、平

成26年度で４回目を数えた事業でございました。

今年度におきましては、11月１日からの１カ月間、

昨年同様ホテルオークラの３つのレストランで事

業を開催したところですけれども、集客数は１万

1,943名と、対前年比では96.8％と若干下がって

はおりますけれども、ほぼ毎日、満員のような状

況ということで、高いレベルでの集客を得てきた

というふうに考えているところでございます。 

 ことしは初めてアンケート調査も実施しました。

これは1,156名の方から回答をいただいておりま

すけれども、その結果、７割の方々に網走フェア

を評価していただき、網走にも来てみたいという

意見をいただいたところでございます。 

 そういうような状況ではあるのですけれども、

この４年間やって、ある程度一定の効果を得たの

ではないかということもありまして、新たな展開

に取り組みたいということで、今回この事業を終

了させていただきたいというふうに考えていると

ころでございます。 

○金兵智則委員 終了した理由については、今の

説明でわかりました。 

 新たな展開ということでございますけれども、

先ほどもちょっとお伺いしましたが、販路拡大の

今後の展開についてお伺いしたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 販路拡大の今後の予定で

すけれども、札幌でのホテルにつきましてはこれ

で一度終わりますが、市の商工労働課が事務局を

やっております物産協会等では、札幌の地下歩行

空間などを使いまして物産展をやっておりまして、

これも人気があるのですけれども、そういうとこ

ろで札幌圏についてはＰＲしていきたいと。 

 今回、新たに取り組みたいのは、道外での大都

市での販路拡大でございまして、これは国の緊急

経済対策でさきに議決をいただいているところで

ございますけれども、観光とコラボしました食と

物産のＰＲ、観光と物産のＰＲ、この事業に新た

に取り組んでいきたいというふうに考えておりま

す。 

 これは既に議決いただいている部分ですけれど

も、ことしにつきましては大阪で観光と物産のＰ

Ｒを取り組みたいというふうに考えております。 

○金兵智則委員 今後は道外へ出て行って、大き

くやっていきたいというようなイメージでしょう

か。 

 札幌に関しては、物産協会が行っている物産展

で対応するということでありました。今年度も約

１万2,000人と、高いレベルでの集客を行ってい

たと。アンケート調査も、ことし初めて行って高

い評価を得たということで、網走フェアに行った

結果、網走にも来てみたいという方々が７割、本

当に来るかどうかは別として、ここまでの高い評

価をいただいていた事業です。 

 私としては、これはホテル、相手側の問題もあ

るのかなというふうに思います。これは、やはり

札幌の方々からすると、網走まで来るとなると一

大旅行なのです。なかなか近くて遠い距離なのか

なというふうに思います。この辺に関して、やは

り札幌には物産展をやるからそれでいいというこ

とではないのかなというふうに思いますけれども、

この事業はぜひとも続けていって欲しかった事業

の一つでありますので、今回これで完了というこ

とでございますので、また時期を見て復活という

ようなことも考えていただきたいということを要

望して、次の質問に移りたいと思います。 

 次に、ニポネ活用プロモーション事業について

お伺いします。 

 網走のキャラクターでありますニポネですが、

誕生から２年と少し経っているのかと思います。

それでも昨年のゆるキャラグランプリでは、道内

で３位になるなど、ニポネ大活躍という感じであ

ります。今年度も、この事業には約200万円の予

算が計上されておりますし、さきに出ておりまし
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た補正予算では、ニポネ応援プロジェクト事業と

して80万円計上されて、ニポネの活動に関して力

を入れていくのかというふうに考えるところであ

りますけれども、現在、ニポネの活動はどのよう

な状況なのかお伺いしたいと思います。 

○武田浩一観光課長 ニポネの活用事業について

の御質問でございますけれども、これまでの取り

組みにつきましては、例えばゆるキャラグランプ

リへの参加ですとか、年間約100回程度、市内を

初めまして、道内外イベント等プロモーション等

に参加している状況にございます。 

 また、ニポネの活動といたしましては、グッズ

の制作、例えばニポネパペット、タンブラー、ボ

ールペン、クリアファイルなどを作製していると

ころでございます。その他いろいろな形で市の取

り組みとしましても、名刺台紙にニポネを載せた

り、セブンミュージアム事業の景品など、ニポネ

について露出を高めるような形で事業を展開して

いるところでございます。 

○金兵智則委員 さまざまなグッズもでき上がっ

ておりますし、年間100回ほどになるのでしょう

か、道内外のイベントに参加しているということ

であります。 

 今や全国区になった熊本のくまモンも、誕生当

初から観光客を呼ぶための観光地イベントに参加

したり、また保育園のお誕生日会への参加など、

外向きのＰＲはもちろん地元でのＰＲ活動など、

あらゆる場面にくまモンを登場させることによっ

て、今の地位を築いたというような感じがしてお

ります。 

 ニポネの市内での活動といえば、イベントへの

参加というのは私もよく目にいたしますが、その

他、市民周知のための活動といった観点でいえば

どのようなことをされているのか、詳しくお伺い

したいと思います。 

○武田浩一観光課長 市民への周知という活動の

御質問でございますけれども、先ほど答弁の中で

も触れさせていただきましたけれども、例えばニ

ポネの名刺台紙をつくって宣伝をさせていただい

ていたり、各いろいろな団体等イベントがある場

合にニポネが呼ばれる場合がございます。例えば

エコーセンターで行われる催事ですとか各場所で

のイベントなど、いろいろな形で露出をふやして

いって周知等に取り組んでおります。また、ニポ

ネの誕生会というのも開催しておりまして、そう

いったことで市民の皆さんにニポネを認知、周知

していただいているところでございます。 

○金兵智則委員 さまざまなことが行われている、

呼ばれていくというような活動をされているとい

うことでありましたけれども、私、一点、先ほど

くまモンの例でお話しさせていただきましたけれ

ども、小さい単位、保育園であるとか幼稚園であ

るとかのイベントに、ニポネが逆に行くというの

であったりなど、子どもにＰＲをすると子どもに

は必ず親がついてくるということで広がりやすい

のかなというふうに考えるところです。イベント

というよりは、各学校や幼稚園、保育園などの行

事というような小さい単位になるかと思いますけ

れども、そういう方面に積極的に参加していくと

いうお考えについてはいかがでしょうか。 

○武田浩一観光課長 今、委員がおっしゃったと

おり、私ども道外などいろいろなキャンペーンに

行くのですけれども、そのときにニポネと一緒に

行った場合に、子どもたちにはとても人気がござ

います。そういったことも現状としては認識して

おりますので、例えば市内の幼稚園ですとか保育

園ですとか、ニポネも行事がかぶったりというこ

とがございますけれども、そういうようなお声掛

け等があれば、可能な範囲で、いろいろな形で、

ニポネの出動といいますか、周知していきたいと

考えております。 

○金兵智則委員 ニポネも一人なのか二人なのか

というところがありますけれども、ニポネも活動

には制限がありますので、重なるとなかなか難し

いのかなとは思いますけれども、お声掛けをいた

だいたというようなことではなく、こちらからの

積極的な活動をお願いして、次の質問に移りたい

と思います。 

 最後、マラソン大会についてお伺いしたいと思

います。 

 いよいよ、ことしの９月に第１回のマラソン大

会が行われることとなります。網走のマラソン大

会は、景観と食を絡めた大会で、交流人口の拡大

を目指すイベントとされておりますので、観光部

の皆さんと実行委員会の皆さんが大変苦労されな

がら準備されているというふうに思います。大会

まであと半年というところになりましたけれども、

現状、課題も含めてどのようになっているのかお

伺いしたいと思います。 

○武田浩一観光課長 網走マラソンの関係につい
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てでございますけれども、大会のコンセプトを先

ほど委員も少し触れていらっしゃいましたけれど

も、網走の魅力、よさを内外に発信いたしまして、

地域の活性化及び発展に寄与するとともに、市民

の健康増進とホスピタリティ精神の向上を推進す

ることを目的といたしまして、大会のコンセプト

を網走の食、景観、歴史を中心とした魅力を全て

のランナーに楽しんで走りながら満喫していただ

く大会ということで、順次準備を現在、実行委員

会を中心に進めているところでございます。 

 その中で９月27日に、ことし第１回を迎えるわ

けでございますけれども、現在のところ、種々ス

ケジュールに沿った形でいろいろ進めているわけ

ですけれども、３月23日にエントリーが開始され

ることとなっております。そのようなことを順次、

今進めている段階でございますので、今のところ

予定どおりに進んでいるというような現状でござ

います。 

○金兵智則委員 大まかには予定どおり進められ

ているということで、一安心というところもあり

ますけれども、いよいよ３月23日にはエントリー

も始まると、その前にはボランティアの募集も始

まりました。 

その中で、市民へも徐々に周知されていると

いう感じもしますけれども、まだまだマラソン大

会が行われることすら知らない市民の方もたくさ

んいらっしゃるのも事実なのかなというふうに思

います。 

以前から何度か言わせていただいております

けれども、大会を成功といった形にするためには、

市民の協力、参加が不可欠だと思います。ボラン

ティアでお手伝いといったことばかりではなく、

沿道での声援や応援など、市外から参加された方

々が網走に来てよかったと思われるような環境の

整備が必要になってくるというふうに思います。

市民への周知とあらゆる形での協力、参加の体制

づくりについてお伺いしたいと思います。 

○武田浩一観光課長 市民への周知という関係で

ございますけれども、市民に対する告知といたし

ましては、ホームページやフェイスブックのほか、

広報あばしり２月号に掲載をしております。ポス

ターの掲示ですとか募集要項の配布に取り組んで

いるところでございます。 

 先ほど委員からのお話もございましたけれども、

ボランティアの一般募集も２月２日から開始した

ところでございまして、申し込み等についても問

い合わせがあるところでございます。 

 また、３月22日になりますけれども、北海道新

聞の１面に記事広告が掲載される予定となってお

りまして、その面につきましても大きな露出を図

っていくというようなこととしております。 

 また、先ほど申しましたけれども、３月23日か

らエントリーも開始されますので、より一層、周

知、参加を求めていくことになるかと思いますけ

れども、そんな中で、実行委員の中にも各種団体

に加わっているところでございますので、そうい

った形で網走マラソンをさらに露出していくと思

いますので、網走市民の皆さんの気運も徐々に高

まっていくというような形になっていくかと思い

ます。 

○金兵智則委員 市民への周知ということについ

ては、新聞に記事も出ますし、徐々にこれから高

まっていくようにまた活動されていくということ

であります。各種団体も協力します。私もぜひと

も協力させていただきたいと思います。 

ボランティアというかお手伝いといった形ば

かりではなくて、よそのまちでは、例えば徳島県

で行われているフルマラソン大会では、老人会の

皆さんが阿波おどりをしながら応援したり、幼稚

園児や保育園の皆さんが沿道で旗を振りながら応

援したりと、私は走らないので何とも言えないで

すけれども、そういったことも、やはりマラソン

を走る人にとっては大変力になるといったような

声も聞かれます。このような、ボランティアとい

うかお手伝いという形ではなくて、沿道での応援

や声援といった形での参加といったことに対して

も、今後さまざまな団体に協力していかなければ

いけないのかなというふうに私自身思うのですけ

れども、その辺の環境づくり、体制づくりという

のに何かお考えがあればお伺いしたいと思います。 

○武田浩一観光課長 委員おっしゃいましたよう

に、ランナーにとって沿道での声援というのは力

強い、エネルギーになるということで認識してお

ります。そんな中で、今後につきましてもいろい

ろな形で沿道応援の部分について検討していきな

がら、応援要請という形で進めていきたいと考え

ております。 

○金兵智則委員 走るランナーの皆さんにとって

も、網走市民の皆さんにとっても、マラソン大会

が盛り上がっているなと、網走一体となってマラ
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ソン大会を盛り上げているなというような環境づ

くりが大切だというふうに思います。この辺につ

いても、しっかりと行っていただきたいと思いま

す。 

 また、マラソン大会は第１回というふうに銘打

たれておりますので、もちろん今後も継続されて

いくのではないかと思っております。また、さき

にも言いましたけれども、観光部で担当されてい

る以上、マラソン大会は、網走の観光事業の一つ

でもあると思っております。先ほどから言わせて

いただいておりますように、オール網走体制づく

りというのが大切になってくると思います。 

 ただ、このオール網走体制は、通年観光をどの

ようにふやすのかということに視点を置かなけれ

ばならないという意見が少なからずある中で、こ

のオール網走体制が、大会実施日の１日だけで終

わらないように波及をさせていかなければならな

いというふうに思いますけれども、その辺につい

ての見解をお伺いしたいと思います。 

○武田浩一観光課長 マラソン大会につきまして

は、大会自体は９月27日、一日ということになり

ますけれども、その前後、準備も含めたいろいろ

な形で手伝っていただく方等々を含めまして、全

ての期間、長い期間が網走マラソンということに

携わっていくような形になろうかと思いますので、

その辺を含めまして全力で取り組んでいきたいと

考えております。 

○金兵智則委員 マラソン大会に向けて、オール

網走体制で全力で向かっていくと。その後、マラ

ソン大会が２回、３回と続いていき、この網走マ

ラソンがオール網走体制づくりのきっかけ、ずっ

と観光はオール網走体制でというふうなことは言

われております。それでも、なかなか難しい部分

もあったと思いますけれども、これがきっかけで

オール網走体制というのがずっと繋がっていくよ

うな、そのような体制づくりを考えていっていた

だきたいということを申し述べさせていただきま

して、私の質問を終わりたいと思います。 

○渡部眞美委員長 次。 

○栗田政男委員 それでは、二点質問をさせてい

ただきます。 

 たまたま質問が西部地区に二つ重なりますけれ

ども、所管が商工と観光ということに分かれてお

ります。 

 まずは、鉄道記念館の展示リニューアル事業と

いうことであります。これについて、まずその概

要と主たる目的についてお伺いしたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 鉄道記念館の展示リニュ

ーアル事業でございますけれども、現在、鉄道記

念館の２階に一部鉄道記念グッズを展示しており

ます。旧卯原内小中学校の展示品もあわせて展示

している状況にあるのですけれども、一部展示に

関係ないようなものもあるのも事実というような

状況となっております。 

 そのような状況におきまして、鉄道にかかわる

市民団体の皆様から、鉄道記念館の２階の有効利

用を提示されたことがございまして、そのあと地

域といろいろ検討しているうちに、鉄道記念の鉄

道グッズを提供していただけるという方があらわ

れたという状況がございます。それで、地域と卯

原内小学校の協賛会の方々、それから市民団体の

方々といろいろ協議しまして、鉄道記念館の２階

を新たに整備しまして鉄道記念グッズを展示する、

そしてＰＲしていくということやっていきたいと

いうふうに考えております。 

○栗田政男委員 現況は、今のところ来場といい

ますか、その展示室に入って見られる方というの

は、自由に入れる形になっているのか、それとど

れぐらいの人数の方が見られているかということ

を教えていただければと思います。 

○田口徹商工労働課長 現状の卯原内の鉄道記念

館ですけれども、２階は通常は施錠しておりまし

て、１階に喫茶店をやられている方がおられまし

て、この方は卯原内に在住の方です。鉄道記念館

自体は卯原内の町内会に指定管理で委託していま

すが、その喫茶店の方に通常の管理をしていただ

いているのですが、２階を見たいというときには

その方が開けて見せるような状況となっておりま

す。 

 現在の来客数ですけれども、大体１日に平均す

ると１人くらい、年間でいくと300人から400人ぐ

らいの来場者があるというふうに聞いております。 

○栗田政男委員 管理費も含めてお話をさせてい

ただきますけれども、ＳＬが横に展示されていま

す。当然それもこの施設の一つのものだというふ

うに思います。多分40年ぐらい前だと思いますけ

れども、以前は中央公園のほうにあったように記

憶しております。それがいろいろな形で卯原内に

移設をされて、現状があるのですけれども、それ

も含めて１日、上の展示室の部分については１名
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くらいが来場されるということですから、私も下

の喫茶店は利用したことございますけれども、上

については残念ながら見させていただいたことが

ないので、今後この事業をやるに当たって、上の

ほうをもっと多くの人に見ていただくと。それは

それで、意味としてはわかるのですけれども、そ

の対象は、あそこの環境ですから、観光で立ち寄

った方なのか、それとも地域に在住している我々

網走市民が対象なのか、そのすみ分けはどうなの

でしょうか。 

○田口徹商工労働課長 鉄道記念館の利用者のす

み分けですけれども、鉄道記念グッズを新たに展

示するという形で、かなり貴重なものも貸与もし

くは寄付していただけるというようなお話をいた

だいておりますので、このＰＲは観光サイドとも

連携をとりながらしていきたいというふうに考え

ておりまして、市民も観光客の皆様も立ち寄って

いただけるようなものにしていきたいというふう

に考えております。 

○栗田政男委員 145万円という、それにいろい

ろな今あるものを整理しながら、新しい形ですか

ら、そういう経費を計上しているわけですけれど

も、できたはいいか、いろいろなものが、それは

御寄附も当然いただいてすばらしいことだと思い

ます。 

 展示して博物館ということであれば、それを保

存するのが主たる目的にどうしてもなってしまう

のですけれども、あの地域ですから、観光の意味

からもよりしっかりと活用すべきだと思います。

横にＳＬが展示されていますが、私は非常に貴重

な網走の財産であると思っています。あのＳＬが

復活をして走ることは多分厳しいのかなと思いま

すけれども、ある面で買いたくても買えないもの

ですから、すばらしい宝物ですからぜひともそれ

との絡み合いというのが必要になってくるのかと

思います。 

 今、その80万円の管理費を委託しているのが町

内会だということをおっしゃいましたけれども、

その管理費が列車のほうに幾らぐらいかかってい

るのか、博物館の建物のほうにどのくらいかかっ

ているかという部分についてはわかりますか。 

○田口徹商工労働課長 卯原内鉄道記念館の管理

委託の関係ですけれども、平成26年度の委託料に

つきましては、77万7,000円となっておりますが、

そのうち施設の管理に関する部分につきましては

42万円ほど、その他、事務や列車の修繕などを含

めますと、合計で77万円という形になっておりま

す。 

○栗田政男委員 私が考えるに、今、現状のあの

施設に、これからの部分は別です。これからリニ

ューアルをして、しっかりやっていってもっとお

客さんが入ってくる、そうすると当然経費もかか

りますし、いろいろな部分で直さなくてはいけな

いところも出てくるというのは理解した上で、今

の管理の仕方では少し多いのかなという気もしな

いではないのですが、その辺についての見解はど

うでしょう。 

○田口徹商工労働課長 多いというのは、管理費

が多いという意味でしょうか。毎年、指定管理者

ですので決算報告などを出していただいておりま

して、そんなに多い状況ではなく、適正な価格で

委託している状況になっていると思います。 

○栗田政男委員 原課では多くないというふうに

押さえているということなので、それは今後、我

々のほうでもしっかりチェックをしていきたいと

思います。 

 せっかくリニューアルをしてそういう施設にす

るのに、建物の２階ですから、何のＰＲもしない

で上だけ立派にして物を入れても、多分誰も来て

くれることにはならないと思うのです。当然、案

内看板も、その他あの場所にはすごく立派な駐車

場があり、バスも停めることができます。そうい

う環境を最大限に利用して、しっかりと目的をも

って、どういう人を呼ぶということをまず考えた

上でこういう事業は進めていかないと、できてそ

れから考えましょうということでは、私は片手落

ちではないかと思いますけれども、原課でその辺

をどのように考えているのか教えてください。 

○田口徹商工労働課長 この鉄道記念館というも

のは、鉄道記念品等を保存、展示する施設という

ことを条例でうたっているところでございまして、

その趣旨に基づいて整備をしていきたいというふ

うに考えているということでございます。 

○栗田政男委員 今の答弁ですと、博物館的な要

素が強いというふうに捉えていいのでしょうか、

そういうふうに感じますけれども。それはそれと

して大切なものですけれども、管理をする以上は

しっかりコストもかかるわけですから、やはり人

に知ってもらって見てもらって、いろいろ勉強し

てもらって初めて幾らのものですから、ただ保存
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するだけだったら倉庫に保存しても十分なのです。

その辺はしっかりと考えていただいて、なおやは

りああいう場所ですから、知っている人は知って

いる、知らない人は知らないということでは困る

のではないかというふうに思います。あの地域は

商店もかなり閉めているところが多いですから、

いろいろな意味で活性化、起爆剤という形でもや

はり必要なことではあるのかなというふうに私は

思っています。 

だからこそ、しっかりとした運営方法、ＰＲ、

その他を入れて、ましてやあそこで御商売をやっ

ている方がいらっしゃるので、その方にもプラス

になるような施策をきちんと考えてあげないと、

上の管理も、指定管理者から委託はどこか別にし

ても、されているということで非常に御苦労され

ていると思います。お客さんの入り方も、それほ

どたくさん入っているようには見えませんし、そ

の分もやはりきちんとお貸しして、一体のもので

すから、フォローアップ、まして商工担当ですか

ら、商工がしっかりとその辺も考えてあげるのが、

行政が委託している事業だと思うのです。しっか

りやっていただければというふうに思います。こ

の件に関しては、その辺でやめます。 

 続きまして、サンゴ草の群生でございます。 

 これは観光所管になりますけれども、３年間努

力をされて、いよいよことしが３年目ということ

で、昨年の状況ではほぼ５割の回復をしたという

ことで、観光課ができてからすぐの非常に大変な

事業でしたから、御苦労されたことと思います。

その件に関しては、心より敬意を表したいと思い

ます。 

 いよいよことしは、いろいろな整備の段階で最

終章に入るわけですけれども、３年間、ことしの

お祭りの時期には、ほぼ80～100％の回復が見ら

れれば最高にうれしい限りですが、この辺の今の

進み状況、今までやってきた事業のことも含めて、

ことしの予定も含めてお教えいただければと思い

ます。 

○武田浩一観光課長 サンゴ草群生地の再生事業

ということについてでございますけれども、平成

22年度に群生地の向上を図るため整備を行いまし

たけれども、サンゴ草の個体の生育不良を招いて

しまったという現実がございました。 

そこで、湿性植物の専門家が在籍いたします

東京農業大学に、原因究明のために調査研究を委

託いたしまして、群生地の水質調査、土壌調査、

生育調査などを実施してきたところでございます。

その調査結果をもとに、平成24年度より、先ほど

委員からお話もありましたが３年間に分けまして、

群生地復旧に向けた土壌の撤去による不陸調整、

適切な水調整のための水路設置、良好な水の流入

を促す河口の浚渫工事等々を行ってきました。そ

のほかに、卯原内の観光協会ですとか、卯原内の

町内会、東京農大を含めて、播種、種を取ったり

それを播いたりというような形で再生に取り組ん

できたところでございます。 

 その結果、毎年順調に回復いたしまして、こと

しは順調に、３期目ですから、全面が回復すると

いうような形を予定しているところでございます。 

○栗田政男委員 平成22年の、よかれと思った工

事が最悪の結果を招いてしまった。ある面では大

きな事故だったのかもしれません。私はこの間、

ずっとこの問題については現地にも何度も赴いた

り、いろいろな大学の先生とも話をしてさまざま

な研究をさせていただきました。ある面で、この

事故をきっかけにサンゴ草の生態を網走市民は学

んだのです。 

 今まで自然にあったものが、自然としてあった

ものがごく当たり前で、普通に公園として管理も

していますから、そういうことをしっかりと勉強

しないというか、知らないまま私たちはいたので

すけれども、今回の事故を契機として、農大の協

力も得ながら、またいろいろなことを研究、それ

ぞれの人たちの知恵を借りながら再生事業に取り

組んだというすばらしい、逆に言うと私は、この

きっかけが、この事故がある面で網走が一つにな

っていったすごく大切な事業の形だと思います。

非常にいい結果が出ていることを大変うれしく思

いますし、ことしはぜひとも成功の形を見たいと

い思います。 

 サンゴ草は、あの一帯、あの地域にとっては大

切な宝物でありますし、網走の観光としても、特

に今これから湖畔園地も整備し、あの近隣、全部

エリアとして考えたときに外せない場所でありま

す。その部分からも、これはぜひともしっかりと

取り組んでいただきたいと思います。もし、こと

し100％の回復を見なかった場合については、ぜ

ひとも３年だから３年で打ち切りということでは

なくて、しっかりと補正なりいろいろな形で対応

しながら、確実な状況というのをつくってあげて、
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今後、永続的にきちんと管理できる体制を構築し

てあげたいというふうに要望したいと思いますが、

その辺についての見解をお聞きかせください。 

○武田浩一観光課長 今のお話についてでござい

ますけれども、今年度につきましても引き続き東

京農大のほうに継続調査を委託する予定としてい

るところでございます。 

 また、群生地内の公園ですとか水路の補修、今

後も一定程度の整備は継続して実施していきまし

て、サンゴ草の良好な状況を満たしていくという

ようなことで考えております。 

○栗田政男委員 ぜひともこの辺をしっかりと取

り組んでいただきたいと思いますし、網走の本当

の宝物でありますし、私たちの財産ですから。先

ほど来博物館の話もしました。商工、観光、部は

違います。部が違うといっても、そこの連携がし

っかりとれないと、事業というものは進みません。

たまたま私の質問は、この二つが近いところで一

緒になりましたけれども、口先だけで連携をとり

ますと言うのですが、現実的には案外ないのです。

やはり、いまだに役所、網走市も縦割りなのです。

だからそういうことではなく、しっかり横の連携

をしながら協力体制をとらないと何の意味もない

ことなので、これは課とか所管だとかそういうこ

とではなくて、しっかりと協力しながら情報交換

も含めてやっていただければ、先ほど言った博物

館の事業も生きてくるのです。その辺のこともし

っかりと押さえながら取り組んでいただければと

思います。以上です。 

○渡部眞美委員長 ここで、暫時休憩をいたしま

す。 

午前10時55分休憩 

午前11時05分再開 

○渡部眞美委員長 休憩前に引き続き、再開をい

たします。 

 質疑を続行いたします。 

○井戸達也委員 私のほうからは、労働費、農業

費、水産業費、そして観光費について質問をいた

します。 

 まず、労働費の雇用対策事業、高齢者世帯等除

雪サービス事業、これについてお聞きをいたしま

す。この事業の対象となっている人数のほうから

確認したいと思います。 

○田口徹商工労働課長 高齢者世帯除雪サービス

事業ですけれども、委員の質問の人数というのは

登録の人数だというふうに受け取りますけれども、

平成25年度におきましては、111名が登録してい

る状況にございます。 

○井戸達也委員 サービスを受けている方が111

名ということですね。これは、季節労働者の雇用

という部分であるというふうに思っておりますけ

れども、この季節労働者の雇用の確保は、周知を

含めた中で必要になってくるのかと思いますけれ

ども、この人数の推移というか、現状を教えてい

ただきたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 今の質問は、季節労働者

の作業の人数の推移というふうに受け取りました

けれども、この事業は平成13年度から行っている

わけですが、当初は季節労働者が約50名近い人数

で当たっておりました。しかし、いろいろな季節

労働者の状況が変わりまして、それから社会状況

も変わりまして、現在、季節労働者は、平成25年

におきましては18名で対応している状況にござい

ます。ことしにつきましては、季節労働者８名で

対応している部分もございます。 

○井戸達也委員 雇用の形態が変わってきている

という部分で、平成13年には50名、だんだん減っ

てきたというところで、８名まで減ってきたと。

事業がこれから継続されていくのかという部分で

は、非常に難しいのかなということも感じます。

いずれにしても、高齢者の除雪のサービスは必要

なものだというふうに私は感じております。今後、

福祉という部分との連携という形になっていこう

かというふうに思いますけれども、できるだけ雇

用の部分の周知と福祉の連携も含めて、これから

高齢化も、10年後の平成37年には34.5％という非

常に高い高齢化率になってくるというふうに考え

ますので、そういった考えも必要になってくるの

かなというふうに思います。 

 事業の形態は変わってくるとしても、そういっ

た除雪の手は必要であると、これを確保していく

という部分で、今後どのような考えをお持ちかお

聞きをいたします。 

○田口徹商工労働課長 高齢者世帯除雪サービス

事業でございますが、この事業はもともとは、季

節労働者の冬期就労確保を図るために、除雪が困

難な高齢者世帯に対して除雪サービスを実施する

ことにより、季節労働者の生活安定と高齢者世帯

の福祉向上を目的として始めたものでございます。 

 それで、昨年度までは市内に２件ございます季



－ 100 － 

節労働者組合に委託しまして、そこが季節労働者

を集めたりしまして、事業を行っていた状況にご

ざいます。しかし、今年度この事業を行おうとし

たときに、季節労働者組合から作業員が足りない

ような状況になってきて対応できない、というよ

うなことを言われた経過がございました。そのた

め、市では急遽、市内の建設業者にお願いしまし

て除雪作業を行っていただき、あわせてまだ除雪

作業をやりたいという季節労働者を一時的に雇用

していただきまして、あわせてやっていただいた

ような状況となっております。それで、先ほど言

いましたとおり、ことしは季節労働者８名、それ

と建設会社で対応してきた状況となっております。 

 今後につきましては、高齢化社会への進展や、

最近、降雪量が非常に多くなっているという状況

から、除雪サービス事業は意義のあるものと認識

しております。しかしながら、季節労働者が対応

できないのであれば、商工労働課として季節労働

者対策としての役割は果たしてあるのかというふ

うにまた考えるところでございますが、今後の方

向性としましては、関係各部と検討してまいりた

いというふうに考えております。 

○井戸達也委員 雇用の現状も変化しているとい

う状況になりますので、こうした状況を考えた上

で事業も計画的に進めていただくと。これは福祉

との連携も含めまして、こういった考え方で進め

ていただきたいというふうに思います。 

 次に移ります。 

 農業費の、酪農振興対策事業の酪農ヘルパー利

用組合補助金という部分でお聞きをいたします。

この補助金は、当初の補助金から若干減額されて

きているというふうに認識しているところですけ

れども、全道的にも近年で200件の減少と、当市

の酪農の件数も非常に減り続けているという部分

で、今の酪農の網走市の件数の現状をまずお聞き

いたします。 

○川合正人農政課長 酪農の状況というところで

ございますが、委員のおっしゃるとおり、北海道

におきましては200戸程度の酪農家の減少がされ

ているということがあります。 

 その理由としましては、高齢化なり後継者がい

ないということや、生産費の高騰、またＴＰＰの

影響によりまして先行きが不安だというところで、

減少しているというところがございますが、網走

市のほうでいきますと、今のところ酪農専業地帯

としては17戸、ここが３年ぐらい前には１戸減っ

たのですが、今は17戸ということで、そこまでの

減少とはなっておりませんが、今後担い手等不足

するということもありますので、その辺に対して

は十分に注意をしながら、酪農家の担い手対策と

いうのも考えていかなければならないというふう

にも思っております。 

○井戸達也委員 若干、減少しているのが非常に

厳しい状態だというふうに私も認識しております。 

 作業が早朝より夜まで続くと、そこで考えられ

たのが酪農ヘルパーの制度であろうというふうに

思っております。１年365日、一日の中で作業時

間的には、休みをとれる時間もありますが、何も

手を打たなければ年中無休というような、過酷な

仕事であるというふうに思っております。 

 作業の軽減、また冠婚葬祭等の軽減、そして冠

婚葬祭等の休みを取らなければならないときがあ

る酪農家としては、大変ありがたいのが酪農ヘル

パーだというふうに思っておりますけれども、現

在、酪農ヘルパーに登録されている人数は何名お

られるのかという部分をお聞きします。 

○川合正人農政課長 酪農ヘルパーの登録数とい

うところでございますが、この酪農ヘルパーとい

いますと、酪農業のゆとりある農業経営を実現す

るために、酪農の関係者によりまして、平成８年

に設立をしたというところでございます。 

 現在、加入組合数は、酪農専業、複合農家も含

めまして、20戸で構成されているところでござい

ます。酪農ヘルパーの人数でございますが、正職

員が４名、またサブで１名の合計５人体制で稼働

しているところでございます。 

○井戸達也委員 平成８年よりということで、４

名そしてプラス１名ということで、５名体制でヘ

ルパーを回しているということです。思ったより

人数が少ないといったところが私の率直な感想で

ありますけれども、この人数で、果たして厳しい

という現場の声だとか、そういったものが聞かれ

ないのかという部分も確認したいと思います。 

○川合正人農政課長 酪農ヘルパーの人数につき

ましてですが、こちらのほうは現在、組合員の申

し出によりまして、出役をしているというところ

でございます。定期的な出役のほかには、冠婚葬

祭あるいは傷病などの臨時的な出動もあるという

ところであります。 

 現状の人員では、やはり人手がなかなか足りな
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いというふうにも言われていまして、平成25年度

の出役の日数でございますが、全部で1,203日の

稼働をしているということでありますので、１人

あたり平均しますと、260日～270日ぐらいは稼働

しているのかなということもありまして、現在の

人員では人手がなかなか足りないというような状

況でございます。 

 酪農ヘルパー組合では、今、正職員を２名ほど

募集しているところですが、なかなかなり手がい

ないという状況でもございます。 

○井戸達也委員 なかなか確保のほうでも非常に

苦労されているというところで、現状も理解した

上ですけれども、一つの案として北の広い大地を

目指して夢と希望を持って本州からやってくる若

者等もございます。こうした酪農のすばらしさを

知る、体験するためのこういったシステムという

か、こういったものを構築させていくのも必要か

なというふうに感じます。 

 あわせて、海外からの、最近ではベトナム人だ

とかそういった方々をいろいろな形で雇用してい

くということも見られますので、そういった部分

の検討も必要かというふうに考えますけれども、

その辺のお考えはいかがですか。 

○川合正人農政課長 海外からの方の労働力の確

保ということでございますけれども、ＪＡオホー

ツク網走が、現在２戸のところで研修生を受け入

れているという実績がございます。その中で、言

葉の問題ですとか、免許取得の関係で機械の操作

ができないというような課題がございます。 

 しかしながら今後は、外国人技能実習生などの

受け入れにつきましては、その要件、また受け入

れ側の体制が整備されていくということがあれば、

外国人の受け入れというのも検討の一つの材料な

のかというふうに考えております。 

○井戸達也委員 こういった新たなところに着手

していくと、さまざまな問題というか、壁が出て

くるわけでありますけれども、いろいろな形で乗

り越えて、少しずつできる限りそういった部分も

助けるということを考えていただいて、努めてい

ただきたいということを申し上げまして、酪農に

関する質問は終わらせていただきます。 

 次に、水産業費ですけれども、漁業振興費水産

科学センター管理運営事業ということでお聞きい

たします。実は、知られているようで知られてい

ないのがこの施設でありまして、改めてこの施設

の主たる目的という部分をお聞きしたいと思いま

す。 

○伊倉直樹水産漁港課長 水産科学センターの主

たる目的というお尋ねでございます。 

 水産科学センターは、開放型の試験研究施設と

して、網走市の沿岸・内水面漁業の振興を図るこ

とを目的に平成４年６月に設置され、主に網走漁

協、西網走漁協などが水産物の増養殖に関する調

査研究を行っております。 

 また、道立さけます・内水面水産試験場、道東

内水面室を初めとする、３つの試験研究機関が事

務所を構えて研究の拠点として活動しております。

このほか、併設をしております川と湖の学習館で

は、網走の川や湖の漁業の様子などを紹介したパ

ネルの展示や、飼育観察室を兼ね備え、学習施設

としての機能も有している施設となっております。 

○井戸達也委員 さまざまな機能を持つ施設とい

うことで、本来、もっともっと皆さんに知られて

いくべき施設だというふうに思いますけれども、

この施設の年間の来場者は、今どのような形にな

っているかを確認したいと思います。 

○伊倉直樹水産漁港課長 施設の利用者のお尋ね

でございます。 

 平成26年度はまだ途中ですけれども、現時点で

は、科学センターと川と湖の学習館を合わせた人

数ですが2,162人、平成25年度が2,566人、平成24

年度が2,046人という状況でございます。 

○井戸達也委員 年間2,000人を超える来場客と

いうことで、本当に知られていないようで意外と

人は来ているという部分で、学習施設という機能

も恐らく兼ね備えているのかと思いますけれども、

社会教育という部分も含めて、もっとＰＲが必要

であるというふうに感じるところですけれども、

その辺の認識についてお聞きしたいと思います。 

○伊倉直樹水産漁港課長 科学センターの主たる

目的というのが、水産物の増養殖、試験研究とい

うことにしております。ただその一方で、川と湖

の学習館におきまして、実際の利用者につきまし

ては、市内外の小学校の授業等で利用されている

ことが多いという状況もございますので、そうい

った形のＰＲ不足という御指摘もあるのかもしれ

ませんが、そういうことであれば今後も引き続き、

ＰＲに努めていきたいというふうには考えており

ます。 

○井戸達也委員 子連れで遊ぶところが欲しいと
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いう市民の声もございます。近くには、レイクサ

イドパーク・のとろという子どもたちが遊べる施

設もございますので、目的を明確にして、家族連

れで子どもたちが集まる仕組みなども考えて、も

っと生きる施設としていただきたいというところ

をお話させていただいて、この質問は終わらせて

いただきます。 

 続いて、観光費についてであります。 

 外国人観光客誘致促進事業海外向け広域観光Ｄ

ＶＤ制作事業負担金40万円というところで、今回

は広域という形で製作するための負担金ですけれ

ども、具体的にどのような内容になっているのか

お聞きをいたします。 

○二宮直輝観光部参事 海外向け広域観光ＤＶＤ

制作事業負担金でございますけれども、こちらは

女満別空港国際チャーター便誘致協議会の中でプ

ロモーションや招聘事業を通して、主には東アジ

ア、あるいは東南アジア向けに協議会の市・町を

地域で紹介できる観光ＰＲ用のＤＶＤが必要であ

るというような意見がまとまって、このほど制作

をしようという事業でございます。 

○井戸達也委員 事業の内容は理解いたしました。

ＤＶＤの作成にあたっては、網走市以外でどうい

ったところが絡んでいるのかという部分もお聞き

したいと思います。 

○二宮直輝観光部参事 女満別空港国際チャータ

ー便誘致協議会でございますけれども、網走市、

北見市、斜里町、大空町、小清水町、美幌町の６

市町及びその市町の観光協会と女満別空港ビルが

構成団体として、この協議会を構成しております。

こちらの地域を対象に、広域で観光素材を紹介し

ようという形で制作をさせていただきます。 

○井戸達也委員 網走市のほかに６市町で制作し

ていくという形ですけれども、網走市の部分では

どういった部分に視点を置いて見せていくのか、

ＰＲしていくのかという部分をお聞きしたいと思

います。 

○二宮直輝観光部参事 網走市の紹介の素材でご

ざいますが、この観光ＰＲ用のＤＶＤ、映像は、

何よりも対象とする地域の皆様、旅行会社とかあ

るいは旅行者、あるいはメディアといった皆様に、

来訪意欲をかき立てる、あるいはわくわく感を醸

成するということが役割であり、使命であり、目

的であろうと思っております。 

 こういったものを考えたときに、確かに網走市

内の素材を見ますと、すてきなものがたくさんあ

るわけでございますけども、あえて委員からの御

質問による目玉といったことをあえて申し上げる

とすれば、オンリーワンとしては、東アジアとか

東南アジアの皆様にとっては異次元の世界に映る

流氷の世界とか、あるいは新天都山展望台・オホ

ーツク流氷館を初めとした天都山エリアの施設の

魅力と四季折々の景観かなと、このように考えて

おります。 

○井戸達也委員 まさに８月１日にオープンされ

る、天都山展望台・オホーツク流氷館がメーンに

なってくるのかと思います。網走の強みを生かし

たＰＲを、がんがんしていただきたいという部分

を期待するところであります。 

 今、網走市だけで観光のＤＶＤがありますけれ

ども、現行の網走市のＤＶＤは、非常に上品な仕

上がりであるというふうに感じる一方、若干イン

パクトが薄いのかなという部分もございます。網

走市のＤＶＤに関しては、今後、新しく作成する

という計画はないのかということをお聞きします。 

○二宮直輝観光部参事 新しいＤＶＤ、映像の制

作についての御質問でございますけれども、新年

度を見たときに、天都山展望台・オホーツク流氷

館がオープンします。それから、第１回オホーツ

ク網走マラソンの開催がある。また、天都山エリ

アの魅力についてどうＰＲしようか、あるいはそ

の戦略、活性化、活性化に向けた戦略構築の事業

なども予定をされております。こうした各素材が

新しくなる、新素材になる、あるいは素材のブラ

ッシュアップ、こういったことを控えた環境を考

えますと、ある程度のタイミングというふうにも

考えております。 

 一旦は、広域ＤＶＤの制作をさせていただいて、

その過程で新しい素材の映像のストックというの

も、一定程度揃うということもございますので、

そういったことを見きわめながら検討していきた

いというふうに考えております。 

○井戸達也委員 網走独自のＤＶＤをつくるにあ

たって、まずこれがいいきっかけになるというふ

うに思いますので、新しい素材が次から次へと出

てきますので、網走らしさを存分に含んだもので、

広い部分で利用できるようなＤＶＤの作成に期待

をいたしまして、私の質問を終わります。 

○渡部眞美委員長 次。 

○平賀貴幸委員 それでは質問させていただきま
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す。 

 最初に水産関係について伺います。 

 ナマコの種苗育成についてでありますが、もう

数年来、事業として取り組まれているもので、成

功に向けた期待も大きいものと思います。現状と

今後の見通しについて伺いたいと思います。 

○伊倉直樹水産漁港課長 ナマコの種苗生産につ

いてのお尋ねでございます。 

 まず、事業内容でございますが、ナマコは中国

の経済成長に伴いまして、平成15年ごろより急激

に価格が高騰し、沿岸対象種として注目を浴び始

めまして、網走におきましても近年、漁業浅海域

の資源の減少や、能取湖の水揚げが減少する中、

次期栽培漁業対象種として大変注目されていると

ころでございます。 

 こうした状況の中、平成21年に道立水産試験場

によりまして、ナマコの種苗生産マニュアルが策

定されましたことから、当市におきましても、将

来的な種苗生産体制を構築することを目的としま

して、平成22年度から水産科学センターで種苗生

産の予備試験を開始したところでございます。 

 平成23年からは、網走市水産振興協議会による

種苗生産試験を本格的に実施しておりまして、中

間育成により得られた種苗を、ホタテ中間育成施

設に垂下して、その後越冬させ、翌年夏に回収し

て沿岸及び能取湖に放流しているという状況とな

っており、現時点ではおおむね順調に進んでいる

というふうに認識をしております。 

○平賀貴幸委員 順調な推移ということでありま

す。今後、実現性といいますか、いつごろから商

業ベースに乗れるような形になるか、展望を伺い

たいと思います。 

○伊倉直樹水産漁港課長 平成26年度、今年度か

ら３カ年で中間育成時の生産率の向上や沖出し、

回収の適した時期、収容密度と成長などについて

検証し、中間育成手法を確立したいというふうに

考えております。 

 中間育成手法の確立とともに、平成29年度以降

の３カ年で、種苗の放流場所、放流の方法、効果

の検証を行い、最終的な事業化に向けた検討を行

いたいというふうに考えております。 

○平賀貴幸委員 まだもう少し時間のかかる事業

だということはわかりましたが、確実な方向性が

あるからこそ続けるのだということも改めて認識

させていただきましたので、ぜひとも取り組みを

進めていただきたいと思います。 

 次に、今年度、呼人漁港及び鱒浦漁港の整備の

予算が計上されておりますが、たしか道のほうで

も、２つの漁港についての整備を今年度行うとい

うことを耳にしておりました。その事業との関連

性が恐らくあるのだろうと思うのですが、それぞ

れ地域からの要望等を含めてあった漁港の整備で

ありますから、概要をお示しいただければと思い

ます。 

○伊倉直樹水産漁港課長 呼人漁港と鱒浦漁港の

整備の状況といいますか、内容についてのお尋ね

でございます。 

 呼人漁港は、北海道が管理をしております第１

種漁港で、昭和57年に漁港の指定をされ、その後、

計画的に整備が行われ、平成22年度に完成港とな

りましたが、その後も漁港内の振り込みが激しく、

港内での停泊が困難な状況となっておりました。

こうした状況を受けまして、来年度から北海道が

国の補助事業を活用して整備することとなったと

ころでございます。今回の予算の要求としまして

は、北海道が整備する事業費に対して地元負担が

発生するものですから、平成27年度は調査費とい

うことの予算要求をさせていただいているところ

でございます。地元負担の関係ですが、呼人漁港

に関しましては、初年度で120万円、３カ年で

2,400万円の地元負担を予定しております。 

 それから鱒浦漁港についても説明をさせていた

だきます。こちらにつきましても、北海道が管理

する第１種漁港で、昭和36年に一旦漁港整備が完

了し、昭和61年に完成港となった次第でございま

す。近年は、外郭施設や係留施設の経年劣化が激

しく、港内の地盤が陥没するなど、安全な漁業活

動に大きく支障を来していたために、来年度から

こちらも北海道が国補助事業を活用して整備する

こととなった次第でございます。今回の予算要求

に関しましては、呼人漁港と同じく、市のほうで

も地元負担が発生するものですから、平成27年度

予算としては150万円の調査費をつけまして、こ

ちらは全部で６カ年の工事の期間を予定しており

まして、全体の地元負担額は約4,200万円の予定

をしているところでございます。 

○平賀貴幸委員 概要はわかりました。道の事業

に対する地元負担分だということで、理解をさせ

ていただきました。 

 鱒浦漁港は老朽化が進んでおりましたし、呼人
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漁港は、特に雨が多く降ると水没してしまう漁港

になっている関係もあり、なかなか停泊できない

という問題もずっとありましたので、そこが、ま

だ数年かかりますけれども解決されるとなれば、

本当に地元にとってもいい事業だと思いますので、

引き続きここも事業として取り組んでいただきた

いと思います。 

 次に、観光関係に移ってまいります。 

 先ほどもサンゴ草についての質問がございまし

た。ことし復活宣言をされるのだとすれば、とい

う仮定でお話をさせていただきますが、やはり私

も先ほどの栗田委員と同じように、学術的にも今

回、大変貴重な研究成果も得られたのだというふ

うに思います。また再発防止に向けて、きちんと

した資料を残すということも大切だと思います。

あわせて最終報告を農大等とも連携をしながら取

りまとめておくということは必要だと思いますが、

いかがでしょうか。 

○武田浩一観光課長 サンゴ草の関係についての

御質問でございますけれども、先ほど経過等につ

いては御説明したところでございますが、最終報

告というお話につきましては、過程も含めた調査

結果につきましては、貴重な資料となるというこ

とで私どもも認識しております。そういった中で、

東京農大、卯原内観光協会、卯原内町内会、網走

市で構成いたします、網走市能取湖サンゴ草再生

協議会の中で、まとめていきたいというふうに考

えているところでございます。 

○平賀貴幸委員 ぜひそうしていただきたいので

すが、まとめたものをどう取り扱うかということ

が重要だと思います。網走の大切な観光資源であ

りますから、その過程を含めて、学会でも発表し

ていただくということがやはりこれからは重要に

なってくるかと思いますが、まとめたものを農大

を通じて学会で発表していただくという流れをつ

くっていただきたいと思いますが、いかがでしょ

うか。 

○武田浩一観光課長 学会等への発表という質問

ですけれども、これにつきましては東京農大側の

意向等いろいろとあると思いますので、その辺い

ろいろ協議していきたいと思います。 

○平賀貴幸委員 ぜひ前向きに協議をしていただ

いて、観光資源をさらに知っていただく機会をふ

やしていただければというふうに思います。しっ

かりとした対策と復活を期待するところでありま

す。 

 次に、閑散期対策の事業について伺ってまいり

ます。 

 これまでも、観光客の通年の平準化を目指して、

閑散期対策事業が行われてきたというふうに認識

をしているところであります。春のカニの事業や、

秋のタラやイクラの事業などが記憶に新しいとこ

ろでありますが、これまでの事業について、どの

ように評価をされているのか、また今後の展望は

どのように考えていらっしゃるのか伺いたいと思

います。 

○武田浩一観光課長 春カニ、鱈福の事業につき

ましては、飲食業界が春秋のおいしいものがある

時期なのに、観光としては閑散期になると。旬の

時期に本当の味覚を楽しんでいただきたいという

思いから始まった事業でございます。春と秋の旬

まつりとキャンペーンにつきましては、平成25年、

平成26年、２カ年実施してきたところでございま

す。 

 春カニ合戦、鱈福祭のイベントでございますが、

平成26年度の２回目につきましては、いずれも入

り込みが伸びているという状況にございます。ま

た市内の飲食店が、春はカニ、秋はタラの旬の食

材を使ったオリジナル料理を提供いたしますキャ

ンペーンにつきましても、網走特産品が当たる抽

せん会への参加という形になりますが、その参加

者がいずれも伸びているというような状況にござ

います。 

 春秋の、いわゆる観光の閑散期におきますイベ

ント、キャンペーンとしては定着しつつあるとい

うことで、一定程度の評価はいただいているもの

と考えているところでございます。また実際に、

春カニ合戦とかでいえば、遠方から来るお客さん

も結構いらっしゃいまして、会券の事前予約等の

問い合わせもあるというふうに、実行委員会より

聞いているところでございます。そうしたところ

で、今後も網走の食材を活かしたキャンペーンに

つきましては継続し、網走の閑散期の観光資源の

一つとして定着させていきたいというふうに考え

ているところでございます。 

○平賀貴幸委員 評価と展望について伺ったとこ

ろでありますが、以前も質問したことをもう一度

伺わせていただきますが、ここで優勝したメニュ

ーなど、評価の高かったメニューがその後お店に

行っても食べられないのは残念だということが、
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たくさんの観光客あるいは市民の方からの御意見

としてあるところであります。それに対しての展

望、やはり改善する必要があるというふうに思う

のですけれども、どのようにお考えでしょうか。 

○武田浩一観光課長 キャンペーンが終わった後

の部分につきましては、レストラン等の営業の仕

方等いろいろあると思いますけれども、なかなか

在庫の関係などを含めて難しいということもあろ

うかと思います。いずれにしましても、最初から

一気に完璧な状態になればいいとは思いますけれ

ども、なかなかうまくいかないということもあろ

うかということで認識しております。 

○平賀貴幸委員 それを、うまくいかないで終わ

らせないのが、恐らく行政の政策になるのだと思

います。うまくいかせるための工夫を、ぜひして

いただきたいのですが、実際に私も経験をしたこ

とを一点改めて伺いますが、北海道若手市議会議

員の会という団体がございまして、その網走研修

会があった後、ちょうどタラちゃんイクラちゃん

キャンペーンの真っ最中だったものですから、昼

食はとあるお店でそのメニューを食べようとした

ところ、「タラが売り切れてありません」という

ふうに言われてしまいました。「どうしてですか

」と聞くと、「そもそもの量の確保がなかなか難

しいのです」というお答えが返ってまいりました。

今の答弁の中にも、在庫の問題含めてということ

があって、やはり問題、課題としてあるという認

識をお持ちなのだろうと思いますけれども、その

辺の対処をしっかりしていかないと、せっかく観

光客の方が来てくださっているのに、食べるもの

が実はほとんどないという状況だと、これはせっ

かくのキャンペーンがマイナスになる可能性もあ

ると思います。この点を含めて、どのように改善

されるのか伺いたいと思います。 

○武田浩一観光課長 今年度、平成26年のタラに

つきましては、全ての魚の漁獲量が減少しており

まして、タラについてもたまたま昨年は漁獲量が

減っていると。キャンペーンの初めの段階ではそ

ういうような確保が難しかったというのは聞いて

おりますけれども、それ以降は安定したというふ

うに聞いております。 

○平賀貴幸委員 実際、本当にそうだったらいい

と思いますが、なかなかそうではない状況も正直

あるようでありますので、そこは詳細な調査をし

ていただきたいということと、あわせて先ほど申

し上げた優勝したメニューをそのあと食べてみた

いと思うのは人の性でありまして、その人の性に

応えられない状況を、そのままにしておいていい

はずがないということを改めて申し上げて、今後

の対処を見守りたいと思います。 

 次に、流氷館についてであります。 

 オープンを目指し、工事を含めて順調に向かっ

ていって、外観も含めて見えるようになってきた

というふうに思います。最初に、以前も伺った点

を含めて伺いますが、市民向けの内覧会的な先行

公開のようなものをやったほうが、私は盛り上が

りを含めていいのではないか、それは混雑対策も

含めてあるのではないかというふうに思っており

ますけれども、その辺の検討状況はどうなってい

るでしょうか。 

○二宮直輝観光部参事 新流氷館の御質問でござ

いますけれども、現在、市民の皆様向けのオープ

ン前の内覧会というのは想定しておりません。た

だ、マスコミあるいは旅行会社といった皆様への

内覧会については、事前のＰＲ、情報の発信とい

うこともございますので、予定をしております。 

○平賀貴幸委員 そこは検討された結果、行わな

いということになったということであると思いま

すので、これ以上は申しませんが、私はやったほ

うがいいのかなという思いはしているところであ

ります。 

 一方で、オープニングに向けて盛り上げていか

なければいけないわけでありますけれども、そう

すると、メディアとのタイアップ、あるいはオー

プニングそのものをどう盛り上げていくのかとい

うことがあると思います。 

 最初に、オープニングそのものはどのような形

で盛り上げ、演出をするのかということを伺いた

いと思います。 

○二宮直輝観光部参事 オープニングにつきまし

ては、当日８月１日ということでございますが、

通常の営業日ということでございますので、基本

的には、新流氷館につきましては通常の営業をス

タートするということでございます。 

 一方で、オープンということでございますので、

そちらにつきましては開館の前に会場でのセレモ

ニーを考えております。こちらについては、旅行

会社あるいはプレスといった皆様の御来館を想定

し、そちらでセレモニーを行い、オープンし、そ

して一般のお客様の御案内をするというような流
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れを考えております。 

○平賀貴幸委員 ８月１日ということであります

から、夏休みの期間になります。ということは、

ある程度、子どもも意識したイベントである必要

があるだろうというふうに推測するところであり

ますけれども、市内のお子さん達のかかわりはも

ちろんでありますが、来てくださるお子さんに対

しての対応、それから市内のお子さんたちがオー

プニングで何か果たす役割なども考えておいたほ

うが私はいいと思うのですが、その点については

どのようなお考えをお持ちでしょうか。 

○二宮直輝観光部参事 市内の子どもさん向けに

つきましては、開館後でありますけれども、新流

氷館の紹介ということも兼ねて、学校単位になる

のかあるいは学年単位になるのか、学校の事情に

もよりますけれど、学校授業という形で児童の新

流氷館の見学ということを考えております。特に、

直接的にオープンのセレモニーにかかわっていた

だこうという考えは、今のところはございません。 

○平賀貴幸委員 もったいないなという気がいた

します。網走には、すぐれた吹奏楽を演奏する子

どもたちもいるわけです。そういった地域に根ざ

した子どもたちに、やはりオープニングで役割を

果たしていただくべきだというふうに私は思いま

すし、子どもたちは夏休み中ですから来ないはず

はないのだと思います。やはり子どもをもう少し

意識したオープニングイベントの展開を考えるべ

きですし、そこには、今すぐかどうかは別として、

子どもたちも含めて家族が集まるようなものをつ

くりたいという構想が天都山全体にもあるはずで

すから、最初の出発点となるところにそこの点が

薄いというのは、私はちょっと足りないのではな

いかというふうに思います。改めて見解を求めた

いと思います。 

○二宮直輝観光部参事 天都山のエリア全体の周

知、あるいは魅力の広がりということでの御意見

だと思います。委員のおっしゃるとおり、少しで

も幅を広く、もちろん地元の市民あるいは子ども

たちを含めて魅力を再発見していただく、それも

新流氷館、新天都山展望台のグランドオープンを

契機にというのは、確かに御指摘のとおりだと思

います。 

 セレモニー等については、先ほど御答弁させて

いただいたとおり進めさせていただく中で、より

幅の広い御理解あるいは周知、そういった市民の

流氷館、市民の天都山といったところも醸成でき

るようなことも検討していきたいと考えます。 

以上でございます。 

○平賀貴幸委員 ぜひ積極的に検討していただい

て、もう一度あの場所に対する市民の意識を強く

強く向けていただくということが大事だと思いま

すので、進めていただきたいと思います。 

あわせて、オープニングに向けてメディアと

タイアップしながら盛り上げていくという取り組

みも大切だと思います。メディアとのタイアップ

は、どのような形で展開されるのか伺いたいと思

います。 

○二宮直輝観光部参事 メディアとのタイアップ

での新流氷館の情報の発信ということでございま

すけれども、これまでさまざまな機会を通してＰ

Ｒ、あるいは情報の発信に努めてまいりました。

重点的には商談会あるいはプロモーション等を通

して、旅行会社あるいはメディア等の事業者を中

心に発信をしてまいりました。 

一般の旅行者等でございますが、消費者の皆

様には、既に有力な旅行情報誌での広告を掲載し、

情報の発信に努めているところでございます。今

後は、市民の皆様も含めて、直接消費者に向けた

戦略的な取り組みを展開していく予定でございま

す。 

 新聞あるいは雑誌、これは海外の旅行雑誌も含

みますけれども、それから新天都山展望台、新流

氷館のコマーシャルというのも、電波媒体、道内

でございますけれども、ラジオ、テレビを通して

発信をし、メディアへの露出を高めていくという

ふうに考えております。 

 さらに、オープン後も、これは下期の消費喚起

の国の交付金を利用させていただいた宿泊バスツ

アー商品造成等や、旬まつりクーポンつきの宿泊

商品造成事業がございますけれども、そちらとリ

ンクをさせて連携をした商品造成をお願いし、さ

らに情報の広がり、誘客を促進するという展開を

考えております。 

○平賀貴幸委員 理解をさせていただきました。 

一方で、やはりテレビ番組にどう取り上げられる

ような形で盛り上げていくのかというのも大事だ

と思います。オープニングに向けて取り上げてい

ただけるのもありがたいですし、オープニング後、

取り上げていただくのもこれまたありがたい話だ

というふうに思います。 
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 ニュースでは取り上げていただく可能性は考え

られると思うのですが、さまざまな旅番組ですと

かいろいろな番組で取り上げられるというような

取り組みも、メディアのタイアップとしては考え

てやっていかなければならないと思いますが、そ

の辺はどのようにお考えでしょうか。 

○二宮直輝観光部参事 直接的なテレビ番組での

紹介ということでございますけれども、直接的に

は現在、本年度事業でも展開をしておりますが、

ＡＩＲ－Ｇ’の毎週金曜日に、網走知り隊の千葉

キャスターが、主には観光情報でございますが、

網走の情報を発信する番組の中でさまざまなトピ

ックスを紹介していただいております。こちらも

新年度についても継続をし、同番組の中で展開を

していく予定でございます。それから当然メディ

ア、プレスへの情報の発信の中で、もちろんパブ

リシティも含めてでございますけれども、例えば、

どさんこワイドなりランラン号だとか、そういっ

た取材が入るような促進を働きかけていきたいと

いうふうに考えています。 

○平賀貴幸委員 しっかりプレスリリースを含め

て、対応していくということなのだと思います。

特にテレビ番組については、番組制作会社への情

報提供というのもやはり大切ですので、そこを含

めて進めていただければと思います。取り組みに

ついて期待をしています。 

 最後に一点だけ流氷館についてですが、夜の闇

をどう使うかということも課題としてあると思い

ます。 

 網走は、冬の長期のイベントを除いて、なかな

か夏にイベントがないというところが課題として

あったところですが、そこは夜は真っ暗になると

ころであります。そこの闇をどうやって観光資源

として活用するのかということも課題として上げ

られて、質問の中でも出てきたと思いますけれど

も、そのことについてはどのような検討をされて

いるでしょうか。 

○二宮直輝観光部参事 天都山からの夜の環境を

どう活用していくかという御質問だと思いますけ

れども、一般的に天都山のような極めて展望のす

ぐれた場所で考えますと、例えば、一般的には夜

景などが考えられるわけでございますが、現段階

で考えたときに、必ずしも天都山からの夜景等が

すぐ観光資源にということにはなかなかなりづら

いのかなというところも思います。もう少しいろ

いろな環境の整備とか、あるいは夜間でございま

すので、そちらまでのアクセスの問題等もござい

ますので、そういったことも総合的に検証しなが

ら、夜の天都山をどう活用できるのかということ

も考えたいと思います。 

 一方で、夜景とは別に、夜そのものを活用する

中では、星空の観測あるいは星空を御紹介すると

いうことも取り組みをしておりますので、そうい

ったことも含めて幅を広げられるような検討をし

ていきたいと思っています。 

○平賀貴幸委員 この点については、ぜひ市役所

内外の意見もいろいろ参考にしながら進めていた

だきたいと思いますが、これも以前一度伺ってい

るのですけれども、天都山には展望台があるので

すが、それを夜に使えない状況になっているとい

うのが課題だということを申し上げたところがあ

ります。満月の夜、遅くなるとちょうど網走湖の

上に月が映ります。大変美しいです。あれを天都

山の展望台の上から見られないというのは、非常

にもったいない話でありまして、あれを見ながら

恋の言葉の一つもささやけば、成功する確率も上

がるのではないかと思うぐらい美しいと私は思っ

ております。ぜひ夜の展望台の解放も含めて、天

候によっては事業として検討していただきたいと

思いますがいかがでしょうか。 

○二宮直輝観光部参事 夜の展望台の開放という

ことは管理の問題もありまして、現時点では想定

はしておりませんけれども、今委員からも御提案

をいただきましたので、それから先ほどの夜の天

都山の空間の活用ということもございますので、

そういったことも含めていきたいと思っておりま

す。 

 さらに、実はレストランがございますけれども、

レストランに夜間の営業を検討していただいてお

りますので、夜の営業がレストランで実現すれば、

お客様の天都山への来訪、流氷館への来館という

こともふえてまいりますので、そういったことも

視野に入れながら、検討していきたいと思ってお

ります。 

○平賀貴幸委員 それであるならば、なおさらぜ

ひ開けていただきたいと思いますし、先ほどのメ

ディアのタイアップということを考えますと、美

しい月を映して放送していただくというのは、十

分メディアとのタイアップになる魅力ある素材だ

と思いますので、ぜひ天然の素材で、かつお金の
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かからない素材でありますから、生かし切ってい

ただければと思います。 

○渡部眞美委員長 平賀委員の質疑の途中であり

ますが、ここで昼食のため、暫時休憩をいたしま

す。 

 再開は午後１時といたします。 

午後０時00分休憩 

午後１時00分再開 

○渡部眞美委員長 休憩前に引き続き再開をいた

します。 

 平賀委員の質疑を続行いたします。 

○平賀貴幸委員 それでは、質問を続けさせてい

ただきます。 

 次に、予算説明書の74ページにあります、中心

市街地活性化事業に関連して伺いますが、先ほど

もメディアのタイアップが重要であると申し上げ

たとおり、やはりこれらのイベントも積極的に、

現状よりもさらにメディアとタイアップしていく

という視点が必要かと思いますが、その辺につい

てどのような考え方を持っていらっしゃるのか伺

いたいと思います。 

○渡部眞美委員長 答弁調整のため、暫時休憩を

いたします。 

午後１時01分休憩 

午後１時02分再開 

○渡部眞美委員長 休憩前に引き続き再開をいた

します。 

 平賀委員の質疑に対する答弁から。 

○田口徹商工労働課長 中心市街地の活性化にか

かわるメディアを活用したＰＲということですけ

れども、中心市街地では七福神まつりですとか、

屋台村ですとか、いろいろなイベントが開催され

ているところでございます。 

現在では、中央商店街振興組合がかわら版を

出すなどしまして、市内の家庭に商店街がつくっ

た新聞を配布するなどのＰＲに努めているところ

です。今後については、ラジオ、テレビ等のメデ

ィアの活用についても研究してまいりたいという

ふうに考えます。 

○平賀貴幸委員 観光のほうで種々議論しました

ので詳細には伺っていかないですけれども、先ほ

ど申し上げたとおり、この部分もコンテンツとし

ては非常に魅力的なものでありますし、七福神ま

つりも来場客がふえているような状態もあります。

もっとメディアを含めて外にＰＲをしていくとい

うことをすると、さらに発展していく可能性もあ

るイベントだというふうに思っておりますので、

ぜひこの中心市街地の活性化の各事業についても、

これは観光と連携をしてということになるのです

けれども、メディアとタイアップをして、先ほど

のＡＩＲ－Ｇ’だとかもそうですけれども、テレ

ビだとか、さまざまな媒体を使ってＰＲされるよ

うな場として、素材として提供されるようにぜひ

取り組んでいただきたいと思います。 

 次の質問に移ります。 

 観光施設めぐりのバスについて伺います。通年

運行が補正予算でされるというふうに伺っており

ますが、私は以前から観光のニーズには、一般の

市民の方々が行くような大きな小売店など、そう

いった市民の方々が買い物するような場所に行き

たいというニーズがあるということを指摘させて

いただいていた経緯もございます。 

ただし、このバスが通年でないものですから、

なかなかこのバスがそのニーズに対応するのは難

しいだろうと思っていたのですけれども、今回、

通年になるということでしたら、なおさらここは

バスの利用料をしっかり確保していくというため

にも、そういった市民が買い物をするような場所

もめぐってはどうかと思うわけであります。そう

することによって、一般の市民の方もこのバスを

利用できるようになるということがありますし、

中には子どもたちと一緒に観光施設をめぐってみ

ようという家族も出てくるやもしれないと。車で

行くのではなくて、あえてバスを使おうという市

民のニーズも発掘できる可能性が十分にあるとい

うふうに思うのですけれどもいかがでしょうか。 

○武田浩一観光課長 施設めぐりバスについての

御質問ですけれども、まず簡単に経過を申し上げ

ますと、市内観光施設めぐりバスにつきましては、

もともとバス事業者が通年で運行していたという

経緯がございました。 

 平成19年から、採算性の問題から繁忙期の季節

運行となったというところでございます。平成21

年に市に対しまして、観光協会と関連する観光施

設より、施設めぐりバスの通年運行に対する助成

要望が出され、平成22年から閑散期の運行期間の

金土日及び祝日に１日５便の施設めぐりバスを運

行させるため、運行の経費を助成してきたという

経緯がございます。 

 平成27年については、先ほど委員からお話もあ
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りましたけれども、外国人を含めました個人型観

光客の増加、または天都山展望台・オホーツク流

氷館のグランドオープンに伴いまして、現在運行

されていない閑散期の平日、約90日間ほどになる

のですけれども、これを国の緊急経済対策交付金

を活用いたしまして、市内から各施設、施設から

施設への移動、交通手段である観光施設めぐりバ

スの通年での運行を行いまして、観光客の利便性

の向上と観光施設への来館数を図るというもので

契約しております。観光客に対しましては、安定

した二次交通の提供ということで、いつ来ても行

ける、乗れるということが観光地としての大切な

インフラと考えているところでございます。 

 そういった中で、商業施設との話なのですけれ

ども、現在、観光施設めぐりバスの観光ルートに

つきましては、バスターミナルより刑務所前、博

物館網走監獄、流氷館、北方民族博物館、季節に

よりましては、はな・てんとのほうまで運行して

おりますけれども、経由して折り返しする運行、

コースということになっているところでございま

す。これを商業施設ということで、例えば駒場な

どの商業施設を経由するルートに変更した場合、

施設をめぐる観光客の行き帰りの時間が多くかか

ってしまうことが、まず考えられるというところ

でございます。それに伴いまして、距離、時間が

長くなくなることによりまして、運行経費の収支

のバランスもまた考えていかなければならないと

いうことがございます。 

 そんな中で、商業施設に行きたいという観光客

の方もいるとは思いますけれども、観光客の多く

は観光施設が目的ということで考えられますので、

その中でも、駒場地域の商業施設には市内バス路

線が運行されていることから、これらを活用して

いただきたいというふうに考えているところでご

ざいます。 

○平賀貴幸委員 接続がすぐれている状況であっ

たらおっしゃるとおりなのですけれども、なかな

かそうなっていない現状ですからそこを経由して

はと。採算面でいっても、基本的には乗降客が多

くなければ採算面というのは改善されないわけで

すから、乗降客をふやすための市民のニーズと観

光客のニーズ、両方拾えるバス路線のほうが基本

的にはいいのではないかと思うのですけれども、

その辺を含めてここは検討していただくしかない

だろうと思いますから、次の質問に移りますが、

ぜひ積極的に検討を再度していただきたいと思い

ます。 

 次に、大曲湖畔園地整備事業でありますが、整

備事業の予算が拡充されておりますので、まず内

容について伺いたいと思います。 

○武田浩一観光課長 大曲湖畔園地の事業費の増

についてですけれども、この増の主な要因といた

しましては、フルマラソン、５キロ、３キロのコ

ースにも活用できるように、園地内のセンター道

路の整備、外周路の整備を行うということと、ひ

まわり畑の質の向上を図るということで、畝幅を

狭くして密度を高める、また施肥の部分に対しま

して増額となっているということでございます。 

○平賀貴幸委員 予算の増額の状況は理解をさせ

ていただきました。 

 一方で、イベント広場の整備も行われることに

なっております。そこから考えてみますと、もと

もと大曲湖畔園地には整備計画があったというふ

うに思います。その整備計画と現状との乖離が徐

々に広がっているので、再度整備計画の策定をと

いうことを以前も求めたと思いますけれども、そ

こから見るとまたさらに乖離が広がったと、やは

り思うわけであります。ここは、整備計画をしっ

かり見直した上で公表するということが必要だと

思いますがいかがでしょうか。 

○武田浩一観光課長 整備計画につきましてです

けれども、少し経過からお話しさせていただきま

すと、平成17年度に約80ヘクタールの用地を取得

したと、そこから始まりますが、平成18年度より

整備を始めまして、平成22年３月に網走市大曲湖

畔園地整備実施計画を策定いたしまして、その計

画に基づきまして、国道238号線からのエントラ

ンスの入り口の改善、アプローチの道路の改修な

どを行ってきたところでございます。しかしなが

ら、平成23年３月に東日本大震災など観光関係の

大きな変化もございまして、そのような状況の中

でセンターハウスなどの施設整備等には多額な費

用が見込まれることなど、また運営体制の確立な

どに課題がありまして、計画を基本とするものの

当面の整備の方向性が大曲湖畔園地利用推進協議

会のワーキンググループに議論されまして、それ

らの方針に基づき、毎年見直しを進めながら整備

・利用を進めてきたところでございます。 

 その中で、本格的な施設整備を行って運営を進

めるに当たりましては、施設全体のマネジメント
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をどのような主体が担うのかが大きな課題と考え

ておりまして、収益性とともに、行政負担を考慮

した中で持続可能な管理運営のあり方について慎

重に検討しなければならないというふうに考えて

いるところでございます。 

 このようなことから、管理運営に民間の活力を

導入できないかという視点から、平成26年度、今

年度になりますが、内閣府の支援を受けて、地域

振興を促す交流施設等の複合的整備・運営事業に

関する調査・検討事業によりまして、民間活力を

利用した運営、その収支について可能性を検討し

ているところでございます。 

○平賀貴幸委員 時間がないので経緯などは省略

していただければと思いますけれども、私が伺っ

たのは、整備計画と整合性が乖離しているので、

整備計画を再度策定し、公表する必要があるので

はないかという質問ですので、答弁をお願いしま

す。 

○武田浩一観光課長 先ほど御説明させていただ

きました内閣府の事業が、今年度末まとまる予定

となっておりますので、その結果を含め、今の時

代の環境に対応した運営のあり方という現実的な

問題も含めて検討してまいりたいと考えておりま

す。 

○平賀貴幸委員 現状の取り組み、新たな取り組

みの結果によっては見直される可能性もあるとい

うふうに、好意的にそこは解釈させていただきた

いと思いますので、引き続き推移を見守りたいと

思います。 

 次に、広域連携の面ですけれども、釧路、帯広

との連携の話がございました。ハブ空港をどこに

するかというのは、釧路が果たして適切なのかと

いうところは、道内全体を見たときには帯広のほ

うではないかという話もあったりしまして、いろ

いろオホーツク全体で考えるべき内容だというふ

うにも思います。それはさておき、一方で、旭川

との連携も必要だと私は感じたところであります。

実際に、札幌に降りられない国際便が旭川に回っ

てきているというのが多いのだと思いますけれど

も、それをそのままにしておくのはどうなのかと

いう面もあります。容易ではないということも承

知をしておりますけれども、その辺の連携はどう

お考えなのか伺いたいと思います。 

○二宮直輝観光部参事 ただいまの広域連携につ

いての御質問でございますけれども、委員も前段

におっしゃいました、東北海道・道東での新しい

枠組みの連携がスタートしようとしているという

環境でございますので、まず、連携を実際に進め

ながら、せっかくの委員からの御示唆でもござい

ますので、旭川空港との連携にも着目したプロモ

ーションといったことも検討してまいりたいと思

います。 

○平賀貴幸委員 ここはまだまだふえていく可能

性を秘めていますので、ぜひ検討いただければと

思います。 

 引き続き公共交通について伺っていきますが、

ＪＲそのものをどう守っていくのか、特に市民を

含めた乗降客、生活として使う乗降客を含めてど

うふやすのかということが大切だと思います。そ

のための政策がなかなか出てこないということを

以前も申し上げた経緯がありますが、取り組み状

況、検討状況があれば伺いたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 ＪＲ北海道の乗降客増加

策の関係ですけれども、ＪＲ北海道につきまして

は、代表質問でもお答えさせていただいておりま

すけれども、まずは鉄道事業者として不可欠な安

全・安心な運輸体制、運送体制の確立を求めたい

と考えているところでございます。 

 鉄道は、地域住民や観光客の交通手段として大

変重要な役割を果たしていると認識しているとこ

ろでございます。そのため、路線の維持は不可欠

であることから、当市としましては、沿線自治体

や関係機関などで構成します釧網線利活用推進協

議会や石北本線の維持及び利活用を推進する会議

などに参画いたしまして、引き続き鉄道の利用促

進や、利用者の利便性を図る取り組みを応援、支

援していきたいというふうに考えてございます。 

○平賀貴幸委員 ぜひ取り組んでいただきたいの

ですが、先ほどの質問の関連になるかもしれませ

んが、各種イベントが網走にはあるわけです。そ

のイベントに来る際に、これは鉄道だけではなく

てバスもなのですけれども、鉄道やバスを積極的

に利用しようというＰＲをあわせて展開すべきだ

と思いますし、その際、この時間帯のバスで、あ

るいはこの時間帯のＪＲで来ることができますよ、

ということをあわせてＰＲするということが、公

共交通の利用を促す効果になると思います。 

特に飲食を伴うイベントが網走は多いですか

ら、アルコールを飲む機会というのも考えると、

そこをあわせてＰＲすることで、利用増につなが
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るという可能性はあると思うのですがいかがでし

ょう。 

○田口徹商工労働課長 基本的に、鉄道の乗降客

増加策は民間企業でありますＪＲ北海道が中心に

行うものとは認識しておりますけれども、ＪＲ北

海道が集客増のために行うイベント等につきまし

ては、今までも積極的に支援してきておりますし、

今後とも支援していきたいというふうに考えてお

ります。 

○平賀貴幸委員 ぜひ網走市の事業の中でも、公

共交通を守るという姿勢が見える、そんな事業展

開を今後期待したいと思います。 

 あわせて駅舎のことについて伺いますが、鱒浦

の駅舎が改築されたというのは御承知のとおりだ

と思います。突然のことで、いささか驚いたので

すけれども、あれはあれで一つよかった面もある

のかと思ってはいるのですが、問題はそれ以外の

駅舎が今後どうなるのかということだと思ってお

ります。北浜駅や藻琴駅は、御承知のとおり観光

資源としてとても大切なものであります。 

最初に、鱒浦駅の駅舎の改築の経緯がどうだ

ったのかということを伺えたらと思います。 

○田口徹商工労働課長 鱒浦駅の改築の件ですけ

れども、私ども商工労働課、それから総務課に関

係するところがあるのですけれども、今回につい

ては情報がなかった状況になっております。町内

会のほうにも確認したのですけれども、その辺の

情報はなかったというふうに伺っております。 

○平賀貴幸委員 ここも一つ課題なのだというふ

うに改めて認識をさせていただきますが、改めて

ＪＲとの話し合いをしておく、意思の疎通をして

おくということがやはり必要なのだろうと思いま

す。今回はたまたま鱒浦駅ということで、それほ

ど多く観光の資源として使われてこなかったのか

なと思うので、影響も少なかったのでと思います

が、それでも寂しいなという方も少なからずいた

であろうとは思っています。これが藻琴駅や北浜

駅になると話は大きく違ってくるわけでありまし

て、観光事業を含めた影響は決して少なくないと

思うのです。 

そういったことを考えたときに、今後の駅舎

の維持を含めて、路線の維持もそうですけれども、

もう少しコミュニケーションを密にしながら連携

を取るという体制を、しっかり日常的に取ってい

く必要があるのではないかと思いますがいかがで

しょうか。またあわせて、駅舎の保全に対する何

らかの支援策も状況においては検討しなければい

けないと思いますが、その辺の見解もあわせて伺

います。 

○田口徹商工労働課長 今、委員がおっしゃると

おり、今回の鱒浦駅についてはお話を伺っておら

ず、私もびっくりしたところなのですけれども、

今回は釧網線ということで、ＪＲの釧路が管轄の

部分だと思いますけれども、網走駅の管轄のほう

は普段付き合いが深い部分がありますので、そう

いうことはないのではというふうに思いますが、

今回のようなことがあったものですから、釧路の

会社のほうにも今後の確認について行っておきた

いと思っております。 

○平賀貴幸委員 これは、誰がいいとか悪いとか

ではなくて、こういうこともあるのだなというこ

とが再確認できた一つのきっかけだと思いますの

で、ぜひ引き続き、釧路のほうとの連携を含めて

進めていただければと思います。 

 次に、身近なところでの観光振興のことに戻り

ますが、温泉地でもある網走であります。特に、

網走の玄関口である呼人には、呼人湖畔温泉街が

あるわけですけれども、そこに看板の表示がなか

なか見当たらないというお話を観光客の方々から

聞くことが最近多くなってまいりましたが、市で

設置をしているですとか、現状どのようになって

いるのか伺いたいと思います。 

○二宮直輝観光部参事 温泉地としての表記、表

示ということの御質問でございますけれども、現

在、具体的に標識として温泉を明示する表示はし

ていないのが実態かとは思っています。 

 一方、観光という観点から見たときに、この温

泉というのは大きなキーワードでございまして、

北海道のいろいろな調査からも、北海道に来訪さ

れる観光客の方が、北海道の自然だとか味覚だと

かといったポイントに加えて、温泉保養の観点か

ら来訪するということも大きな、上位を占めてい

る目的の一つになっております。こういうところ

から見ても、間違いなく温泉ということについて

は、誘客についても、また網走の魅力の一つとし

てということを考えても、間違いなくポイントに

なるのだろうというふうに思っています。 

 しかし、市内の施設を見たときに、温泉を表記

できる施設はそれほど多くはないというのが、一

方ではございます。例えば、多くの温泉施設が集
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中して温泉街を形成しているような、定山渓温泉

とか登別温泉とか、それと比較するのがいいのか

どうかという問題はございますが、そうした温泉

地といわれている地域と同じような形あるいはス

タンスで、この網走を表現していいのかどうかと

いうこともあろうと思います。 

 とはいえ、網走を売る上では、申し上げました

けれども、温泉であることを表記することはプラ

スであると。旅行会社のいろいろな網走の紹介、

施設の紹介の中でも、網走湖畔温泉といった表記

をされることもございます。他の地域の表記事例

も研究し、今後、温泉地の看板設置あるいは表現

方法について検討してまいりたいと思います。 

○平賀貴幸委員 具体的に、ホテルの皆さんとも

ここは相談しながらということになると思います。

どこにどんなものをつけるのかだとか、名称を含

めて調整が必要だと思いますので、ぜひ積極的な

検討をしていただきたいのと、温泉もあるのだと

いうことを網走としてＰＲできるということにな

りますので、ぜひ進めていただきたいと思います。 

 あわせて、今回クーポン事業で宿泊商品の造成

などを含めて進められるわけでありますけれども、

これは以前から申し上げている、泊食分離に向け

たチャンスだというふうにも思います。ここをそ

の機会に捉えていくという、やはり強い市として

のリーダーシップも必要なのだろうと思います。

とはいえ、独自に取り組んでいるものもあります

し、なかなか一朝一夕でいくものではないという

ことも承知はしておりますけれども、積極的な取

り組みがやはり必要だと思いますがいかがでしょ

う。 

○二宮直輝観光部参事 宿泊施設と飲食店施設の

相互の営業増進に向けた取り組みの一つというふ

うに思いますけれども、一般的に宿泊サイドから

見たときに、泊食分離というところで、１泊２食

のサービスを基本としている一般の旅館型の施設

について、お客様の自由度の高いニーズまた連泊

を促進するということで泊食分離をし、宿泊のニ

ーズに応えていくということで、泊食分離が議論

されてきているという経緯もあることも聞いてい

ます。それにあわせて、この網走でということに

なったときに、今、１泊２食型の、代表的には湖

畔地区の施設になろうかと思いますが、既に１泊

朝食あるいは素泊まり型のプランも受け入れをし、

販売もしています。 

 その中で、一方では市内の飲食店、特に観光協

会と社交飲食業組合でも製作しているグルメマッ

プの中で市内のグルメの情報なども紹介し、そう

いった中でコラボをすることでニーズに応えてい

っているという現状かと思います。それで全てが

解決している、あるいはニーズを全部満たしてい

るというふうには思っておりません。いずれにし

ても宿泊施設の宿泊商品としての魅力を高めてい

く、それによって網走にお泊まりいただくお客様

がふえる、それにあわせて市内の飲食店で提供す

るいろいろな味覚のサービス、グルメのサービス

が広く支持をされていく、このような相乗の効果

を生んでいくことが大前提になろうかと思います。

そういった観点では、委員の御指摘どおり、関係

機関、宿泊施設あるいは飲食店の施設との意見交

換も今後機会をふやし、観光協会とも意見交換を

しながら、少しでもそういった魅力を高められる

ような、網走の滞在を御提案できるようなスタイ

ルを検討していきたいと思います。 

○平賀貴幸委員 ここが今の答弁にあったような

きっかけになってくれれば、さらに網走の観光が

発展するというふうに思いますので、ぜひその機

会を的確に捉えていただければと思います。 

 次の質問に移ります。 

 最初に、市政執行の中にありました、新エネル

ギーをテーマにした異業種による提案型の展示会

というものが書いてあったのですけれども、それ

はどんなものか伺いたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 合同展示会暮らしフェア

開催補助金の関係だと思うのですけれども、網走

商工会議所では、少子高齢化が進行し、人口減少

問題が生じる中、高齢社会に伴う福祉や環境、新

エネルギーをテーマとした市内中小・小企業者に

よる提案型の展示会を企画しておりまして、中小

企業支援策としてその経費の一部を支援したいと

いうふうに考えております。 

 事業の内容としましては、ことしの５月31日で

すけれども、エコーセンターを使いまして、先ほ

ど言ったような商品を展示するフェアを行うとい

うふうに聞いております。 

 展示の内容としましては、健康福祉にかかわる

機器やエコ・省エネにかかわる機器、さらには暮

らし相談という形で、住宅建設の優遇や福祉にお

ける総合支援サービスの紹介、さらには講演、セ

ミナーなど市民にも受け入れられるフェアを開催
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するというふうに聞いております。 

 総事業費は170万円で、市のほうとしてはその

うち30万円を助成したいというふうに考えており

ます。 

○平賀貴幸委員 事業の内容はわかりましたので、

次の質問に移りますが、次に、人口の減少の関係

で伺いますけれども、その前に労働人口が確保さ

れなければいけないということで、企業の採用ペ

ージの点について伺います。 

 学生たちからよく聞かれることに、各企業のホ

ームページに、いわゆる採用ページというものが

ないというところで、採用があるのかないのか、

どんな事業をやっていて、従業員数が何名で、男

女比がどうなっていて、主な業務はこうで、働い

ている人からどんな感じだとか、業務の一日の流

れがどうで、それから社内の風景の写真だとか、

そういったものが載っているページがないと。そ

れだと外から就職をしたくても網走に帰って来ら

れないという話を最近多く聞くようになりました。 

私も調べてみると、確かに企業のほうにそういう

ページがある企業が少ないという印象はありまし

た。これらをまた取りまとめた就職ポータルサイ

トのようなものもあったら便利だという話も聞き

まして、今、就職にはやはりインターネットを使

うという機会がふえているということですから、

やはり網走の企業も含めて対応が必要だと思うの

ですけれども、どのような見解をお持ちでしょう

か。 

○田口徹商工労働課長 採用情報の提供という件

だと思いますが、確かに人口減少問題が生じてお

りまして、市内に若者をとどめる、そのためには

市内に就職していただく、そういうことが非常に

重要なことかというふうに考えております。 

 当課では、企業誘致に向けて取り組んでいきた

いというふうに考えているところでございますが、

網走市内の企業のポータルサイトの関係ですが、

一部、市内の関係機関において、過去においてそ

ういうサイトをつくったものはあるのですけれど

も、残念ながら、それが現在に生きていないよう

な状況になっております。私どもも、その辺の必

要性は認識しておりますので、関係機関と協議を

してみたいというふうに考えております。 

○平賀貴幸委員 ぜひ連携した取り組みと、各企

業ごとにやはりページ整備をするというのは必要

ですので、その辺の情報提供をぜひ行政からもし

ていただきたいと思います。 

 次に、総務に対しても伺った質問なのですが、

やはり網走市の中に通ってきている方のほうが多

いのではないかという印象を持っていますが、詳

細な調査はどうやらないということであります。

これは労働実態調査でやるべきなのか、それとも

今度の総合戦略の中でしっかり取り組むべきなの

かということはあるのですけれども、経済部とし

ては、労働実態調査で現在それは取り組んでいな

いと思うのですけれども、実施をしようとすれば

それは可能かどうか伺いたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 今、委員のおっしゃると

おり、現在行っております労働実態調査では、社

員がどちらから通っているかという調査項目はご

ざいません。ですが、調査する会社にそういうこ

とを聞くことは可能ですけれども、個々に把握す

ることはなかなか難しいのかなというふうに思っ

ております。 

○平賀貴幸委員 というわけですので、やはり総

合戦略の中でここもしっかりと調査をすることが

私は必要だと思います。というのは、どこの年代

層に対してどういう補助をするべきなのか、どう

いう支援をするべきなのかということが、今、デ

ータがはっきりしていない中での政策決定になっ

ているということだからでありまして、ここは再

度質問はいたしませんが、改めて総務のほうでい

ろいろな形で検討をしていただきたいというふう

に思います。以上で質問を終わります。 

○渡部眞美委員長 次。 

○松浦敏司委員 最初に、商店街の空き店舗活用

事業について、質問したいと思います。この事業

は、平成17年から制度ができたのではないかと思

いますが、これまで補助金を活用した店舗数が幾

らあって、そして撤退した店舗数が幾らなのかま

ず伺いたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 空き店舗活用事業でござ

いますけれども、今、委員のおっしゃったとおり、

この事業につきましては平成17年度より制度を制

定し取り組んでいるところでございます。これま

で補助適用件数は18件となっておりまして、その

うち事業を残念ながら終えた方々は６件というよ

うな状況となっております。 

○松浦敏司委員 ６件撤退しているということで

すが、この辺で多分撤退したということは、思う

ようにいかなかったということだろうと思うので
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すが、その辺の状況と、この事業をこれまでおよ

そ10年行ってきたわけですけれども、この状況に

ついてどのような評価をしているか伺いたいと思

います。 

○田口徹商工労働課長 これまでの６件の撤退は、

平成17年度に採択になったものが１件、平成18年

度が４件のうち３件、それから平成21年度が１件

というような状況となっております。いずれも、

経営上厳しい状況になってやめたという状況には

なっております。 

 しかしながら、平成17年当初に採択になった事

業はまだ２件残っておりますし、それ以降のとこ

ろもほとんど残っている状況ということから、健

闘しているのではないかというふうに思っており

ます。 

 この事業につきましては、チャレンジ精神も旺

盛に使えると思いますので、今後も継続してまい

りたいというふうに考えております。 

○松浦敏司委員 私も今伺って、思ったより撤退

はしていないし、健闘してその後も頑張っている

ということは、この事業の一定の成果があるのだ

ろうと思います。そういう点では、これまでの取

り組みの状況も検証しながら、今後どういうふう

に取り組むべきかということも大事だろうという

ふうに思うのです。 

 いずれにしても、商店街が非常に寂しくなって

きているという状況がありますから、この点で、

今後どのような考え方で取り組んでいくのか伺い

たいと思います。 

○田口徹商工労働課長 空き店舗活用事業の今後

の活用ですけれども、空き店舗も使える店と使え

ない店があってなかなか難しい部分もあるのです

けれども、空いている店はありますので、積極的

に誘客していきたいと思います。空き店舗の活用

事業の対象区域が４条通りと広小路というふうに

なっておりますけれども、そのほかの地域におき

ましては、起業化支援事業などもつくって、そち

らでも対応できるような対策をとっておりますの

で、総合的に起業を推し進めてまいりたいという

ふうに考えております。 

○松浦敏司委員 非常に大事なことでありますし、

近年、一番よさそうな所が駐車場になっていたり

とかすることがありますけれども、商店街を発展

させていくという点では非常に大事なことなので、

ぜひ今後も取り組む必要があるかと思います。 

 次に２項目めですが、勤労者共済会の制度につ

いてです。この間、制度ができてからの推移につ

いて、まず伺いたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 勤労者共済会の制度的な

推移だと思うのですけれども、この制度につきま

しては平成11年度に創設しまして、現在まで続い

てきているところでございます。平成11年当初は

事業所数が126件で、加盟人数が1,011名という状

況でした。それから平成17年度までは微増状態で

進みまして、平成17年は事業所数が182件で、加

盟人数は1,095名という状況になっております。

その後、平成19年度に一部制度改正等もありまし

て、そこから若干減少傾向になってきておりまし

て、平成24年度は事業所数146件、加盟人数は835

名まで落ちたのですけれども、その後、理事など

の取り組み、一生懸命な勧誘努力、それから昨年

度はチラシなどをつくってのＰＲなどをすること

によって、今年度においては事業所数155件、人

数としては912名ということで増加傾向に回復し

ております。 

○松浦敏司委員 この勤労者共済会というのは、

中小そして小規模企業にとっては、なかなか福利

厚生ができないということでは、月額一人100円

という安い掛金で、一定の福利厚生が行えるとい

うことで、非常に喜ばれているのだろうというふ

うに思います。 

ただ、現在1,000名を切っている状況なのです

けれども、網走市の事業者の全体のおよそ何％ぐ

らいが共済会に加入しているのか、わかれば伺い

たいと思います。そしてそのうち、従業員が５人

以下の事業者はどれぐらい占めているのか、わか

ればお示しいただきたい。 

○田口徹商工労働課長 申しわけございませんが、

そのような数字をとったことはございませんので、

お答えできません。 

○松浦敏司委員 労働実態調査なども昨年行って

いますので、ぜひこの辺の状況というのを、でき

るだけ従業員５人以下のところも調査をするとい

うふうになっているはずなので、できるだけこの

辺を詳しく調査できるようにしてほしいと思いま

すが、その辺での見通しはどうでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 労働実態調査と組み合わ

せて検討することは可能かと思いますが、労働実

態調査は隔年事業でもありますので、検討させて

いただきたいというふうに思います。 
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○松浦敏司委員 わかりました。ぜひ、せっかく

のデータですから、大いに有効に活用することが

大事かというふうに思います。 

 次に移ります。消費税の増税の影響についてで

あります。 

 消費税が昨年４月から８％に引き上げられたこ

とによる影響というのが非常に懸念されています。 

当然、一般市民もそうですけれども、中小零細企

業などは大変大きな影響が出ていると思われます

が、網走市ではどのような影響が出ているのか伺

いたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 消費税の増税による影響

にかかわる点でございますが、昨年行いました労

働実態調査、これはまだ完全には集計が終わって

いないのですけれども、その労働実態調査で、今

回は消費税の影響について調査をしたところでご

ざいます。 

 調査件数は947件、回答数は355件となっており

ますが、その中で見てみますと、消費税増税後売

り上げについて、売り上げが増加したというとこ

ろは13.5％、横ばいが36.3％、合わせて50％弱で

あり、残りは減少が36.3％と、無回答ということ

になっております。無回答というものをどう見る

かということはあるのですけれども、少なくとも

減少が36.3％ということは３分の１以上が減少し

ているという状況が見られるのかというふうに考

えております。消費税増税前の駆け込み需要の反

動や、増税による市民の買い控えもあって、売り

上げの減少につながっているのではないかという

ふうに判断しているところでございます。 

○松浦敏司委員 わかりました。少なくとも、相

当数影響を受けているということであります。 

 次に、増税直後の消費者の購買意欲はどのよう

になっているか、伺いたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 購買意欲についてなので

すが、変わらないと答えた方々が38.3％で、増税

直後より低下したと答えた方々が25.6％というよ

うな状況となっております。 

○松浦敏司委員 これもわかりました。 

次に、消費税が８％に増税になった後の、業

者の利益の状況というのはどのようになっている

か伺います。 

○田口徹商工労働課長 利益の状況ですけれども、

増税後減少したというところが43.4％と一番多い

結果となっておりまして、そのほかは、ほぼ横ば

いが33.2％、増加したはわずかに8.7％しかなか

った状態となっております。 

○松浦敏司委員 今、このように聞いてきました

けれども、やはり消費税の増税によって相当数の

影響を受けているというのは、もう明らかだとい

うふうに思います。 

 それで、消費税の価格への転嫁についてなので

すが、消費税の大きな問題としては、全ての事業

者が転嫁することがなかなか困難だという状況が

ある。つまり、下請あるいは孫請などの弱い立場

に立っている事業者というのは、なかなか元請に

対して消費税分をくださいということが言えない

ような力関係にあるというのも一つ大きな理由と

してあるのだという、つまりそういった非常に不

公平な事態が現実にはあると。しかしそういった

人たちは表立って言うこともできないということ

もあります。 

 昨年、網走市として労働実態調査を実施したわ

けですけれども、そこでどのような傾向があらわ

れたのかまず伺いたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 消費税の転嫁の関係でご

ざいますけれども、調査結果全体で、無回答のも

のは除きますが、全て転嫁できたというところが

60.7％、ほぼ転嫁が22.0％、この二つで82.7％、

約８割強が転嫁をほぼできたという状況でありま

す。 

一方で、一部しか転嫁できなかったと答えた

ところが9.5％、転嫁せずと答えた方が7.8％とな

っておりまして、この一部転嫁と転嫁せずを合わ

せて２割弱となっております。 

 この数値は、昨年商工会議所が行った調査の結

果ともほぼ同様な傾向となっております。 

○松浦敏司委員 多分、実態としてはもうちょっ

と転嫁できないというところが、実際にはあるの

だろうと思います。特に、小人数で商売をなさっ

ている方などでは、もっと実態は深刻だというふ

うに私は思っています。 

 それで、これはあくまで今の数字は労働実態調

査をしたということでありますけれども、調査方

法というのはどのようにして行ったのでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 この調査につきましては、

労働実態調査の項目の一つとして、消費税に係る

影響の項目をつくりまして、それに回答していた

だいた結果です。 

○松浦敏司委員 調査を実際に行った業者といい
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ますか、市が直接行ったわけではないだろうと思

うのですが、どこかに委託してといいますか、依

頼して調査をしたのだろうと思うのですけれど、

その辺はどのようになっているのでしょう。 

○田口徹商工労働課長 労働実態調査の方法です

けれども、調査項目等につきましては市で作成し

ておりまして、これは各事業所宛てに直接市のほ

うから送付しております。その送付された結果に

ついては、業者に集計をしていただいている状況

になっております。 

○松浦敏司委員 その辺わかりました。それで、

なかなか小さな業者というのは、どの程度この中

に入っているのかよくわからないので何とも言い

ようがないのですが、ただこの間、国もモニタリ

ングしておりまして、国の経済産業省の調査では、

88％の事業者が全部または一部転嫁できていると

いうふうに答えているのですが、しかし実際、大

阪の商工団体連合会で調べたら、3,238人から回

答を得たところ、転嫁できていると答えたのは

22.1％、できていないと回答したのが43.5％とい

うふうに、末端に行けば行くほどやはりこういっ

た状況があるだろうというふうに思います。正確

な調査が終わっていないということですから、何

とも言えないですけれども、いずれにしてもそう

いった状況があると。やはり、今、消費税による

不況というふうにも言われておりますし、この点

では、やはり労働者の賃金がしっかりと伸びない

と景気は回復しないということにもなるというふ

うにも思っております。 

 そこで伺いますけれども、業種別に見た場合、

影響というのはどのようになっていますか。 

○田口徹商工労働課長 業種別で見ますと、業種

の分類は建設業、製造業、卸小売業、金融保険業、

運輸通信業、農林漁業、工業、サービス業という

ような分類で調べさせていただいております。数

の大小もあって、一概にそのとおりになるかどう

かわからないのですが、サービス業が大きく転嫁

できていない、割合にしますと25％程度が一部転

嫁もしくは転嫁せずというような状況になってお

ります。その他、卸小売業が15％弱程度、それか

ら建設業が10％程度転嫁できていないという状況

が出ております。 

○松浦敏司委員 やはりどちらかといえば、立場

の弱い人たちといいますか業種といいますか、そ

このところが転嫁できないというふうになるのだ

ろうと思います。 

 例えば、従業員が５人以下とかというところも

結構転嫁できない、そういったこともあるのだろ

うというふうに思います。つまり消費税そのもの

の根本的な問題というのは、今、答弁があったよ

うに、立場の弱いところというのはどうしても消

費税によって痛めつけられるといいますか、負担

だけが押しつけられてしまって、結局消費税とい

うのは売り上げによって計算されますから、消費

税をお客さんからいただいていようといまいと関

係なく、消費税は納めなければならない。1,000

万円以上の売り上げがあれば納めなければならな

い。借金をしてでも納めなければならない。税務

署は、差押えをしてでも消費税を取っていくとい

った事態があるわけです。 

 それで、今後の問題として大きなこととしてあ

るのは、国税庁は、実はこの非課税の業者、売り

上げが1,000万円以下は消費税を納めなくてもい

いというふうになっていますけれども、最初、消

費税が出だしたころは3,000万円というふうに言

っていたのですが、その３年後ぐらいに1,000万

円にいきなり下がったと。今度は1,000万円以下、

この1,000万円という数字を取り払うというふう

に言われています。その時期は、国税庁がタイミ

ングを見計らって実施するというふうにも言われ

ています。 

 ところが、これと同時に安倍首相は、これから

２年後の2017年に、今の景気がどうあろうと関係

なく10％にするのだということを明確に言ってい

ます。ダブルパンチでやられますと、中小あるい

は小規模事業者というのは、この消費税によって

倒産に追い込まれるということが想像されるので

すが、その辺を原課としてはどのように考えてい

るか伺いたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 現在の市内における景気

状況は、決して芳しい状況ではないと思っており

ますし、電気料の値上げ、原料の高騰なども、石

油類は安くなっている部分はありますけれども、

原料の高騰もありまして、厳しいというふうに思

っております。 

 消費税の増税に関する仕組みのことについては、

国が決めることでありますし、私どもが口を挟む

ことは差し控えさせていただきたいというふうに

考えてはおりますが、消費税については適正に転

嫁されることを期待しているところでございます。 
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 また国では、改定による消費税の転嫁拒否等の

行為を禁止する消費税転嫁対策特別措置法が施行

されておりまして、中小企業や小規模事業者の利

益を守るということにしておりますので、このよ

うなトラブルがあれば、ぜひ市や会議所等のほう

に相談していただければというふうに考えており

ます。 

○松浦敏司委員 答弁はよくわかります。わかり

ますが、現実問題としてなかなかそうならないと

いうのが弱者と言われる人たちの立場なのだとい

うふうに思います。 

 それで、今、私たちの暮らしの状況というのは、

消費税増税が昨年なされたと。一方では、年金が

この３年間下がり続けています。ここにプラス、

マクロスライド制とかということで、また一段と

して年金を下げられるということが起きています。

その結果、何が起きているかといいますと、実は、

高齢者の方が、特に病院に行けなくなってきてい

るという実態が起きているというふうに言われて

おります。 

 これは大阪府の保険医協会、あるいは大阪歯科

保険医協会が昨年12月に行った医療介護現場から

見える貧困調査ということで調べたのですが、治

療の中断を経験したのは、医科で６割、歯科でい

いますと９割に上るというふうに言われます。そ

して、薬が切れているはずなのに受診に来ないと

いう事例も報告されているということで、増税前

の2011年の調査では35％であったのが、昨年の４

月から12月だけで66％に急増したと、こんなふう

になっております。 

今現在、実は、直接関係ないので参考という

ことで言いたいのですけれども、老齢基礎年金と

いうのは満額でも６万4,000円ぐらいしかないと

いう中で、消費税が２年後に10％になればどうな

るかということもありますし、中小零細業者にと

っては、まさしくこの消費税によって景気が下が

ると、売り上げが下がると、こういう中で消費税

は上がるという、こういったことになるわけで、

非常に厳しい環境に立たされるということは間違

いないと思います。 

 そのことを前提にして、次の４項目めにいきま

す。中小企業金融制度です。 

 先ほど言いましたように、消費税増税で中小、

そして小規模事業者というのは、大変大きな影響

を受けると、そういう中にあって当市にもありま

す、網走市の中小企業金融制度というのは非常に

大事になってきているというふうに思っています。

それで最初に伺いたいのは、近年の一般資金の運

転資金の利用状況について伺います。 

○田口徹商工労働課長 網走市中小企業制度融資

についてですけれども、平成22年度から平成25年

度の３月末の一般資金の運転資金の新規貸付件数

ですけれども、平成22年度から146件、144件、

138件、142件となっておりまして、140件程度で

推移している状況になっております。平成26年度

におきましては、今年度ですけれども、まだ１月

末までの数字しか固まっておりませんが、114件

の新規貸付件数となっております。 

○松浦敏司委員 次に、近年の同じく一般資金の

設備資金の利用状況はどのようになっていますか。 

○田口徹商工労働課長 設備資金の関係ですけれ

ども、平成22年度から平成25年度の３月末の貸付

状況は平成22年～平成24年が８件から10件、平成

25年度が13件となっております。今年度、平成26

年度１月末現在は９件となっております。 

○松浦敏司委員 １月段階ですから、これは３月

末まで見なければ何ともいえないと思うのですが、

その辺の見通しはどのように考えていますか。 

○田口徹商工労働課長 設備資金の今後の見込み

ですけれども、今まで金融機関から提出された部

分の確認をしたのですが、２月段階の新規貸付は

ゼロ件となっております。３月にかかわる部分が

これから出てくるので何ともいえませんが、平成

22年度～平成24年度程度の貸付件数に終わるので

はないかというような考え方をしているところで

ございます。 

○松浦敏司委員 ほぼこれまでの数字はいくのだ

ろうということの答弁だったと思いますが、いよ

いよ消費税の影響がこれからも多分出てくるのだ

ろうというふうに思います。そういう意味では、

この網走市に設けている中小企業への融資制度と

いうのは、非常に重要になってきているというふ

うに思います。 

 消費税の10％の増税というのは、やはり私はす

べきでないと思っています。安倍首相はどうして

もやるというふうに言っていますけれども、国の

税収というのはやはり本来、力のある企業、大企

業などもそうですけれども、こういったところは

もともと力があるのだけれども、しかしここに大

幅な減税をやり、あるいは開発何とか減税という
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のがあったり、そういうことでものすごく優遇さ

れていると。そういう中で、利益を上げているの

に、累進課税という形でまともに、本来ならたく

さん納めていただくはずの税金が累進課税に基づ

かない形で納めている。あるいは、トヨタなどは

５年間法人税ゼロということが平気で行われてい

ると、これが実態です。 

 あるいは大資産家などは株で儲けた、アベノミ

クスで株価が上がって大儲けしましたけれども、

本則は20％なのに、現在10％しかもらっていない

というような、非常に矛盾した形が今行われてい

ると。こんなに大変だ大変だと国が言っているの

に、全く逆さまのことが行われていると。庶民に

はこういった形で８％になり、あるいは２年後に

は10％にすると。こういう意味では、憲法の精神

からいっても、憲法に沿った政治をやっていない

というふうにしか私たちは判断せざるを得ないと

いうふうに思っておりまして、この消費税の問題

に私は引き続き反対の声を上げていきたいという

ふうに述べて、次に移ります。 

○渡部眞美委員長 松浦委員の質疑の途中であり

ますが、ここで暫時休憩をいたします。 

午後２時03分休憩 

午後２時13分再開 

○立崎聡一副委員長 委員長を交代します。 

 休憩前に引き続き再開をいたします。 

 松浦委員の質疑を続行いたします。 

○松浦敏司委員 次に、酪農ヘルパー事業につい

てです。 

 先に、同僚委員が質問しておりますので、重複

しない部分だけ質問したいと思いますが、先ほど

の質疑の中で、ヘルパーのなり手があまりいない

というようなお話もあったわけですが、この辺の

要因というのはどのように考えられるのでしょう

か。 

○川合正人農政課長 酪農ヘルパーの人員が少な

いということですけれど、今、正職員を２名募集

しているというところになっております。 

しかしながら、試験的に作業をするために入

ってくるのですが、試用期間の中でなかなか技術

的にも難しいこともありまして、やめていく方が

いらっしゃるというふうに聞いております。 

○松浦敏司委員 決して楽な仕事ではありません

し、大きな生き物相手なので、やはりその仕事が

合う人、あるいは耐えられない人などもいるのだ

ろうというふうに思います。 

 もう一点伺いたいのは、酪農ヘルパー制度の目

的の一つに、酪農ヘルパーを通じて、そして酪農

に親しむ中で将来的にはヘルパーたちも新規の酪

農家として育っていく、そういった目的もあった

のではないかと思うのですが、この間、新規就農

などはあったのか伺いたいと思います。 

○川合正人農政課長 この酪農ヘルパー事業が始

まった当時には、ゆとりある農業経営を目指して

ということで実施したわけですが、酪農ヘルパー

の中でも、将来的には独立就農といいますか、独

立して酪農業をできればという構想もございまし

た。しかしながら、酪農ヘルパーのほうでそれが

職業化しているということもございます。また、

酪農は、新規就農するためには初期投資の費用が

かなりかかるということで、なかなか難しい状況

でもございます。そのようなことで、現状の農家

の方が規模拡大で対応しているというところであ

ります。 

 いずれにしましても、酪農ヘルパーが職業化し

ているというところで、なかなか新規就農には入

っていないという状況でございます。 

○松浦敏司委員 わかりました。 

 ただ、酪農をめぐる情勢というのが、さきの質

問でもありましたけれども、今、生乳が足りない

という状況、これは全道的にも酪農家が減少して

いるという中で、この生乳を生みだす牛というの

はすぐにはできませんから、妊娠して、そして子

どもを産んで初めて搾乳ができるということです

から、簡単なものではないというふうに思います。

ましてやＴＰＰで、もしこの３月あるいは夏ごろ

までに協定などということがあれば、これは壊滅

的な打撃を受けるということだろうと思いますの

で、酪農家だけでなくあらゆる面でＴＰＰには反

対をしていくことが必要だろうというふうに思い

ます。 

 次に移ります。農業の担い手育成についてです。 

 農家の後継者という点では、なかなか大変な状

況だというふうにも聞いています。なかなか農家

に花嫁が来ないということも聞いておりまして、

現在、この網走市で独身の農業後継者は、男性も

女性も含めてですが、何名いるのか、そして年代

別、20代、30代、40代、50代以上と、この辺がわ

かれば教えていただきたいと思います。 

○川合正人農政課長 農業後継者の独身の方の人
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数でございますけれど、こちらは男性の方を後継

者ということで、人数のほうは把握しております。 

 年代別でございますが、20代前半というのはま

だ後継者というふうに認識しておりませんので、

20代は26歳から29歳までということで、こちらの

方が29名、30代が39名、40代が21名、50歳以上が

16名の合わせて105名というふうに把握しており

ます。 

○松浦敏司委員 20代の人はまだ将来十分可能性

はあるとしても、50代以上となりますとこれから

後継といってもなかなか簡単ではないと。 

先月、農業委員会の網走市と東藻琴の農業委

員と常勤の農協の理事の交換会があったのですけ

れども、そこでもこの問題が出されました。非常

に危機的な状況だということで、ぜひこれは後継

者を育てるためにも、独身男性あるいは東藻琴の

方面では女性もいるそうですが、そういった女性

も含めてしっかり取り組まないと農業が続けられ

なくなるというようなお話もありました。 

 網走の農業にとって危機的な状況だと私は思う

のですけれども、この点で原課としてはどのよう

に捉えていますか。 

○川合正人農政課長 後継者の配偶者対策という

ところで、配偶者がいなければ網走市の一次産業

の農業が継続的に、持続的にできないということ

はあります。今、農業後継者の独身の方が多いと

いうことですから、ここを解消していくというこ

とが現在、喫緊の課題だというふうに考えており

ます。 

○松浦敏司委員 そのとおりだと思います。それ

で今、ＪＡが中心になって農業後継者とＪＡの系

列の厚生病院の院長も積極的な取り組みをしてい

るということでありますけれども、昨年12月の12

月議会の終了の次の日、猛吹雪のときに交流を行

うということもあったと聞いておりますがけれど

も、それはどのような取り組みなのか伺いたいと

思います。 

○川合正人農政課長 委員のおっしゃるとおり、

農協の青年部と厚生病院の女性の方との交流会と

いうものが一応12月には予定をされておりました。

この中で、交流していくうちに仲が深まって、パ

ートナーになっていければという考えが双方にあ

りましたので、企画をしていったというふうに聞

いております。天候が悪かったということででき

ていませんが、今後また企画をしていくというふ

うに聞いております。 

 ただ、厚生病院の方の仕事の関係上、シフトを

組むのにやはり２カ月先以上というふうにならな

いとできないということもあります。また農家の

方もこれから繁忙期に入ってきますので、春の作

業が終わった６月ごろには実施したいということ

で聞いております。 

○松浦敏司委員 いずれにしても、網走の農業者

の中で独身男性が105名いると。20代を除いたと

しても80名前後が独身者ということでは、今、農

家戸数が多分三百数十戸だと思いますので、相当

数が影響を受けることになります。もし後継者が

できないことになりますと、これまた大変なこと

になりますので、これは大いに原課としてもＪＡ

あるいは厚生病院などとも非常に連携をとって、

より一人でも多く早く後継者、配偶者が見つかる

ような取り組みをしていってほしいということを

要望して、私の質問を終わります。 

○立崎聡一副委員長 次。 

○古都宣裕委員 早速質問に入らせていただきま

す。 

 まず、農業並びに水産のほうなのですけれども、

両方ともに産地ブランド形成ということで、水産

物も水産物ブランド化事業ということであります。

こちらは委員会のほうでも一度質問させていただ

いてはいるのですけれども、それぞれ農業であれ

ば市長をトップセールスとしてアメリカへ営業に

行かれたり、漁業であれば今ＨＡＣＣＰというこ

とでヨーロッパへの輸出等々に対して行っている

のですけれども、双方の連携についてはどのよう

な形になっておりますでしょうか、それぞれお答

え願います。 

○川合正人農政課長 ブランド形成事業について

でございますが、水産漁港課と農政課の連携につ

いてということでございます。 

 農政課のほうでは、農作物というのは秋に収穫

というのが多いのですが、また水産のほうの収穫

の時期と合う場合、そういうときはできるだけタ

イアップしてやっていきたいというふうには考え

ております。 

 また、そういう中におきまして、水産漁港課の

事業で行いました東京の飲食店での網走フェアに

おきまして、網走産の長芋が大変好評を得ていた

と、水産物と一緒に網走産の長芋のほうも好評だ

ったということで、仕入れが網走へ全て変更する
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というような事業の効果もあったところでありま

す。こうして、網走産の農作物の品質が評価され

たというところでもあります。こういうことから、

今後もこうした事業による展開が期待できるとい

うことで、水産漁港課と連携しまして、農産品も

あわせた事業を実施していきたいというふうに考

えております。 

 また、経済建設委員会でもお話しました水産漁

港課でＥＵのＨＡＣＣＰを取得しまして、水産物

の輸出促進に向けた取り組みをしているというこ

とから、その輸出ルートが確立されるなど、体制

が整備された場合には、輸出国の輸入の要件など

のクリアしなければならない課題もございますが、

そういうところも有効であれば農産物の輸出も今

後考えていきたいというふうに思っております。 

○伊倉直樹水産漁港課長 水産漁港課では、これ

まで「活き粋き７珍」を中心とする地場水産物の

ルート消費拡大、そして今月１日に行われました

水産加工フェアなどを通じて、水産加工品のＰＲ

に努めているところでございます。 

 他の課との連携につきましては、「七福神まつ

り」や「海と大地の収穫祭」で地場水産物の販売、

昨年の７月のサッポロビヤガーデン「ふるさと北

海道ＰＲステージ」での観光課との連携、それか

らここ数年行っておりますが、友好都市の厚木市

で商工労働課と連携し、「まち元気物産フェア」

に参加し、地場水産品及び加工品の販売を行って

いるところでございます。 

 また、先ほど農政課長からもお話がありました

が、本年２月から３月にかけて、東京首都圏のほ

うで「オホーツク網走流氷まつり」というフェア

が行われまして、メーンが水産物ではあったので

すが、今回の取り組みの中で網走市特産の長芋と

いうのも使っていただいたということで、結果的

にすごく好評を得ているというお話を伺っており

ます。 

 したがいまして、次年度の当課のブランド事業

として行っております「ウニ・カニフェア」につ

きましても、こういったものもあわせて提案をし

ていって、例えば農政、水産、商工などそれぞれ

連携した形のものが、連携して取り組んでいると

いうことが目に見えてわかるような形で、今後も

積極的に取り組んでいきたいというふうに考えて

おります。 

○古都宣裕委員 現状での取り組み等々説明いた

だきましたけれども、まだまだ目に見えてもっと

しっかりした形で見えていく必要があるのかと思

いますし、それぞれ販売範囲、広報範囲というの

は、日本を飛び出していろいろな世界に対して売

り込んでいく必要があると思いまして、それぞれ

もっと密にした連携の上で、お互い販売ルートを

うまく活用して広げていっていただきたいと思い

ます。 

 次の質問に入ります。 

 中心市街地活性化対策事業ということでありま

すけれども、あばしり七福神まつり補助金とオホ

ーツク屋台村補助金とありますけれども、こちら

は両方とも市内の中心地の活性化ということで、

人のにぎわいを４条通り等の中心市街地に呼ぶと

いうことであるとは思うのですけれども、毎年同

じことを話させていただいておりますけれども、

ただただイベントをやります、その期間だけのに

ぎわいではなく、そのにぎわいから、実は４条通

りにはこういう店があるのだ、中心市街地にはこ

ういう店があるのだということで、常態化したに

ぎわいを創出することが目的だとは思うのですけ

れども、今回新しく補助金ということでついてい

るのですけれども、そういった新しい取り組みと

はどういうことを想定した上で、今回補助金がつ

いているのでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 中心市街地活性化にかか

わる、イベントにかかわる補助金の関係ですけれ

ども、古都委員からは昨年来ずっとこの質問をさ

れております。 

 イベントを行うに当たりまして、実行委員会で

事業内容を検討していくわけですけれども、昨年

もいろいろ検討しまして、新しいことに取り組も

うということでやってきたのですが、なかなか簡

単に新しいものができないという状況になってお

ります。最近の新しいことで言うと、屋台村では

一昨年からワカサギのすくい取りを行うとか、七

福神まつりでは各店の祭りにあわせたスタンプラ

リーなどを行ってきているところでございます。 

 私どもとしましても、毎年新しいもの、目新し

いものをやるよう指導しておりますけれども、な

かなか難しい状況にありまして、来年のことにつ

きましては、来年の実行委員会の中で再度検討し

ていく形になるかというふうに思っております。 

○古都宣裕委員 内容等々もわかるのですけれど

も、やはり私が生まれて子どものころから比べる
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と、中心市街地というのが目に見えて元気がなく

なっているというのは周知のとおりだと思います。

そこに改めてにぎわいを創出するというと、イベ

ントの期間だけ人が集まるようでは正直申しまし

て、経済的にはあまり意味がなくて、ではそこに

つなげて４条通りに来たら大型店舗と何が違うの

か、ここに来ることによって何がメリットがある

のかという部分を知らしめて、常用的に使ってい

ただくような形にすることこそ、ここに目的があ

ると私は思うのですけれども、いかがでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 今、委員のおっしゃった

ことは正しいと思います。確かに、私どももイベ

ントをやってその日だけ人が集まればいいという

ふうには思っておりません。 

商店街も、先ほどもちょっと話しましたけれ

ども、かわら版などを出しまして市民の人々をま

ちに集めて、そして商店街を知ってもらおう。ス

タンプラリーをやるのも、ただスタンプラリーが

面白いのではなくて、店を知ってほしいというこ

とで取り組んでおりまして、その認識については

異にするものではないです。 

○古都宣裕委員 認識が一緒ということで、実行

委員会があることから市が主体的にというわけで

もないかもしれませんけれども、積極的にそうい

った部分も働きかけて、そういった取り組みに積

極的に取り組んでいただくように市からの働きか

けもお願いいたします。 

 その下にあります空き店舗活用事業、中心市街

地活性化対策事業ということですけれども、ほか

の委員からも御質問がありましたけれど、ちょっ

と違った角度で伺います。これも前回質問してい

るとおりなのですけれども、ここの対象が４条通

りとバス通りというふうに伺っているのですけれ

ども、中心市街地というならば、なぜその範囲に

限定されるかという部分をお伺いしたいと思いま

す。 

○田口徹商工労働課長 この件につきましても昨

年回答させていただいているわけですけれども、

現在の空き店舗活用事業の補助対象区域は御存じ

のとおり、南４条通りと広小路のＴ字型になった

部分というふうになっております。この区域は、

以前は人通りが多く、活気にあふれて網走の顔と

言われるような存在であったわけですけれども、

現在は商店の分散等もありまして人通りが少なく

なっているというのは、御承知のとおりかと思い

ます。 

 この区域は網走中央商店街振興組合の区域とも

重なっているわけですけれども、網走商店街の中

心的な道路となっているわけですが、当市としま

しては、まずはこのメインの通り、中心市街地の

中のさらにメインの通りの再生を図ることが一番

先に行わなければならないことかなというふうに

考えておりまして、この区域を補助対象区域とし

ているところでございます。 

○古都宣裕委員 去年と同じ回答なのですけれど

も、では聞き方を変えまして、中心市街地とは、

市の認識としては、近年、例えば３条通り、５条

通り等新しい飲食店等もできたりはしていますけ

れども、その辺も含めて中心市街地と思っている

のか、４条通りまた先ほどおっしゃったＴ字路の

メーン通りをまず中心市街地と認識した上で、そ

の周りはまた別な認識でいるのかどちらなのでし

ょうか。 

○田口徹商工労働課長 中心市街地という区域を、

正式にここというふうに決めたことはないかと思

いますが、過去に中心市街地活性化計画などの策

定においては、中心市街地というのはかなり広範

囲な範囲で設定したこともあります。ですから、

３条通りが中心市街地ではなくて４条通りが中心

市街地だというふうには思っておりませんで、３

条も４条も５条も中心市街地の一つだとは思って

おりますけれども、その中でも顔的な存在となる

のが４条通りというふうに考えているところでご

ざいます。 

○古都宣裕委員 中心市街地の活性化事業という

ことでありますから、先ほど話した七福神まつり、

屋台村等におきましても、３条や５条にお店を構

えている人が出していたりもするわけです。その

辺の連携を考えると、やはりその周りも巻き込ん

だ上で、中心市街地の認識どおりの一体化に活性

化で活力を出そうというのが意味合いだと思うの

ですけれども、そういった意味合いを考えるなら

ば、４条通りとメーン通りにこだわらず、全体的

な活力を持たそうという意味では、改めてここの

場所というのを限定するのではなくて、広く捉え

た上でやっていくことに意味があるのではないか

と思うのですけれども、認識的にはいかがでしょ

うか。 

○田口徹商工労働課長 この空き店舗活用事業補

助金ですけれども、先ほども言いましたとおり、



－ 122 － 

区域と商店街振興組合が重なっているということ

もあって、ここを重点的にやっているわけですけ

れども、そこには空き店舗に新たな店を入れるた

めのあっせん業務なども商店街が積極的に行った

りというようなこともしておりまして、まずはそ

こからいこうという考え方を持っています。 

 ただ、ほかがどうでもいいのかというとそうい

うことではなくて、これも昨年も言っていますし、

先ほどもちょっと言っているのですけれども、以

前は空き店舗活用事業しか補助がなかったのです

が、それ以外のところもある程度補助ができるよ

うに起業化支援事業などの店舗開店にかかわる補

助なども創設をしまして、トータル的に中心市街

地を活性化させていきたいというふうには考えて

おります。 

○古都宣裕委員 おっしゃっている意味もすごく

わかるのですけれども、この名前が中心市街地活

性化という形に対して、４条とバス通り以外は別

な事業項目があるからそちらで補助対象になりま

すという話ではなくて、同じ補助対象になるので

あれば、そこも含めてあげた上でやってあげるの

が中心市街地活性化という事業の名目にふさわし

い内容になるのではないかと思うのですけれども

いかがでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 先ほどから言っておりま

すけれども、現在の商店街は商店が分散してきて、

空いているところが４条通りにも３条通りにも５

条通りにもあるわけですけれども、それを一度に

やるというのはなかなか難しくて、やはり分散し

ているところを集中させてやっていかなければ効

果がないというふうに考えておりまして、４条と

広小路にとりあえず絞ってやっていきたいという

ふうに考えております。 

○古都宣裕委員 分散し始めているという話もあ

りましたけれど、分散するには分散するなりの理

由があると思いますし、それをきちんと分析して

いかないと活性化にも何もつながらないと思いま

すし、なぜ新しく３条や５条に店が出ているかと

いうところも検討した上で、この事業の内容とい

うのを改めて見ていく必要があるということを指

摘した上で、次の質問に入ります。 

 次に、観光の部分ですけれども、職員給与費と

いうことであるのですけれども、よく観光の職員

というのは残業等々をやっているという話は聞く

のですけれども、この中にはそういった部分も全

て含まれていますでしょうか。 

○武田浩一観光課長 職員給与費の中には含まれ

ております。 

○古都宣裕委員 残業することが悪いとは全く思

いません。けれども、観光という部分に対しては、

イベントがやはり土日等休みなどに集中している

こともあって、なかなか難しい部分もあると思う

のですが、職員自体が自分たちが観光する、近隣

町村で遊ぶことにより、自分たちのまちのことを

知るという機会がなかなかないのではないかとい

う危惧を抱いております。といいますのも、その

人たち自身が一番の書き入れ時に対して人手とし

てそういったイベントに駆り出されたりしてしま

っている現状がある中で、その人たちにしっかり

とした休みなどの中で遊べる時期とか時間という

ものを、閑散期にはあると思うのですけれども、

逆に繁忙期にも多少なりともそういった機会を与

えたりしながらやっていかないと、なかなか自分

たちの観光の部分を知らない中で観光をやってい

くというのは無理があると思うのですけれどもい

かがでしょうか。 

○武田浩一観光課長 委員のおっしゃるとおり、

観光の場合、土曜日、日曜日、祝日のイベントが

多く開催されることからの休日出勤や、前後の準

備等も含めまして時間外勤務が発生する状況にあ

るということはございます。ただ、イベント等の

業務につきましては、アルバイト等で対応して配

慮しているという部分もございますし、休日出勤

に代わる代休については、市の体制として代休を

取得することで対応しているというところもござ

います。 

また、観光部、観光課ということは関係なく、

他の施設やイベントなどを実際に見ることにつき

ましては、新しいアイデアですとか改善方法のヒ

ントとなり、自分のスキルアップ、仕事への意欲

にもつながるとは考えます。職員の休日の過ごし

方として、そのような機会に観光に携わる視点で

見ており、部なり課なりのミーティングの中でも

いろいろな情報を出し合っているというところで

ございます。 

○古都宣裕委員 観光部というのは、ほかの部署

と比べても一般職員から見ると一番激務に当たる

部署だということで、種々伺っております。その

激務の中でせっかくのたまの休みも疲れきって寝

るのではなく、しっかりした休みの中で遊べるよ



－ 123 － 

うな、余暇として過ごせるような感覚で休日をあ

げるという部分も、大変重要になってくるのでは

ないかと思います。そこは指摘させていただきま

す。 

 次に、大曲湖畔園地整備事業について伺います。 

 昨年度は1,850万7,000円ということで、イベン

トスペースの作成などと伺っておりますけれども、

本年は4,200万円ほどついていますけれども、こ

の内容としてはどのようなものなのでしょうか。 

○武田浩一観光課長 大曲湖畔園地の整備事業の

内容についてでございますけれども、大きく変わ

った部分といたしましては、フルマラソン、５キ

ロ、３キロコースにも活用できるセンター道路の

整備、外周路の整備、そのほかひまわりの質の向

上を図る部分ということで、増額となっていると

ころでございます。 

○古都宣裕委員 マラソンに関して、外周路の整

備ということですけれども、せっかく作るのであ

れば、今ランニングブームということですけれど

も、夜使うのにナイト照明などというのはとても

無駄になってしまうので、そこまではしないと思

うのですけれども、逆に夏季の間の日が長いとき

に使えるような形にするとか、周回で何キロだと

かという部分もしっかりとやった上で、今回のマ

ラソンのみではなく一般的にも使えるような形に

するような整備を社会教育等々と話した上で、ど

のような体制がいいかという部分まで詰めた上で

整備するのでしょうか。 

○武田浩一観光課長 今のお話ですけれども、マ

ラソンだけに使うということではございません。

委員おっしゃったように、ランニングですとかジ

ョギングですとかウオーキングですとか、周遊も

できるような形になっておりますので、多目的利

用という形も含めまして、市民、観光客の皆さん

がそこでいろいろな形で楽しんでいただければと

思っているところでございます。 

○古都宣裕委員 冬場はもちろん積雪の関係で使

えないとは思うのですけれども、夏場に限った利

用の中でも、ただ総合体育館でグラウンドを回る

よりも、多分景色が変わって一周あたりも長いで

しょうし楽しめるのかなと思いまして、その辺の

整備もしっかりと意見を取り入れた上でよろしく

お願いいたします。 

 次に、観光客受入体制整備事業ということであ

るのですが、昨年、サン・プリンセス号が来て、

いろいろな外国の方が４条通り等まちのなかにい

らっしゃったと思うのですけれども、その当時に

私は見ていて、なかなか外国の方とコミュニケー

ションが取れないのであろうという方に出会った

りですとか、４条で実際に遭遇してその場で助け

てあげたりとかという場面もあったのです。今４

条通りで働いている50歳とか60歳を超えるような

人たちに、いきなり英語等を話してくださいとい

っても無理がありますし、一店一店に英語を話せ

るような人を配置できるかといったらそれも不可

能でありますので、例えばタクシーの人たちも含

めてですけれども、指さしカードなどを作った上

で他言語に対応できるようにしてあげてコミュニ

ケーションを図れるようにしてあげることこそ、

受入体制となると思うのですけれども、その辺は

いかがでしょうか。 

○二宮直輝観光部参事 外国人観光客の受入体制

についての御質問でございますけれども、委員の

おっしゃるとおり、外国人のお客様が年々増加を

しており、同時に個人旅行という形も加速をして

ふえていると。昨年は、お話しのとおり、サンプ

リンセス号が何回も来航し、直接市民の皆さんと

も触れ合う機会あるいはいろいろな観光活動を通

して、実際に多くの接点を持っていただいたとい

うことで、なおさら実感をされるところではない

かと思っています。 

 その中で、市としても受入体制の整備につきま

しては、例えば人的な配置としては、観光協会の

窓口の業務、あるいはＪＲ網走駅の案内窓口に直

接外国語のできるスタッフを配置して受入体制の

整備を図ったり、あるいは観光情報の発信の窓口

でありますホームページの多言語化を進めたり、

あるいは施設側の御協力もいただきながら観光施

設の表示案内の多言語化といったものも進めて取

り組んでまいっております。その中で、今お話に

ありましたような外国語の指さし会話集も既に製

作をしておりましたので、昨年のサン・プリンセ

スの来航時には、最も利用の機会が多いと思われ

る関係機関、特にタクシー会社を含めた会社に配

付をして活用をお願いしたわけでございます。 

 こうしたいろいろな御支援あるいは御協力の中

で、次第にわかってきたことがございます。これ

については、外国人の受入体制の内容もニーズも、

それぞれの施設によって異なっているということ

がわかってまいりました。 
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 今後も観光協会と連携し、もちろん施設との連

携もとりながら、いろいろなツールだとか支援の

仕方も含めて、その仕方あるいはツール等の使い

勝手、あるいは効果といったことも検証しながら、

施設のニーズに合った支援をしていきたいという

ふうに考えております。 

○古都宣裕委員 指さしカードなどそういった形

もつくって配ったという話ですけれども、なかな

かその活用についてうまくいっていなかったのか

と、正直申しましてその回答だと思われます。使

い方にしても、なかなか見るだけというよりも、

実際にどう使うのかというところまで少し指導し

ないといけないのではということを感じたので、

そこだけ指摘させていただきます。 

 次に、観光イベント開催支援事業ということで

すけれども、観光イベントということは、外から

の観光客がメーンになってくると思うのですけれ

ども、ただただ毎年同じことをやりますというこ

とでは、観光として新しく取り込んだりとか、ど

んどん観光客をふやすという部分にはなかなかつ

ながらないと思うのです。ことし負担金というこ

とでついているのですけれども、前回よりも間違

いなく発展性を求めていかなくてはならないし、

追及しなくては観光のためにはならないと思うの

ですけれども、その辺というのはどのような形で

指導しているのでしょうか。 

○武田浩一観光課長 イベントにつきましては、

それぞれの実行委員会が開催の目的の実現に向け

て、皆さんで努力していただいているところでご

ざいます。 

 開催に当たりましては、それぞれの実行委員会

は、毎年、前年の実績等を踏まえ事業計画、収支

計画を立てて、よりよいイベントとなるよう議論

を重ね、開催していただいているところでありま

す。それぞれの実行委員会で、去年より、その前

よりよくなるような形で、皆さんに努力してやっ

ていただいているところでございます。 

○古都宣裕委員 これも毎年同じことを申し上げ

ているのですけれども、例えばどういった部分が

足りないのかというアンケート等をとりながら、

それの改善に努めていかないと、なかなかことし

はどうしようかということでやっても、ニーズと

マッチしなかったら全く意味がないので、そうい

った部分というのはどのような対応を行っている

のでしょうか。 

○武田浩一観光課長 昨年、私どもで観光振興計

画を策定した際にも、シンクタンクにはいろいろ

な調査結果をもとに、いろいろなところから情報

を分析してアンケート調査をいただいているとこ

ろの活用をしている部分もございます。 

 また、実際に開催期間中に当たりましては、実

行委員会のメンバーも会場にいまして、来場者と

直接お話しするケースも多々あろうかと思います。

そのような中で、意見などは当然先程言った実行

委員会などの中で共有されるとともに、実行委員

会のメンバーは各種団体やいろいろな業種の方た

ちで構成されておりますので、そのような、いろ

いろな多面的な情報もそれぞれ持っていらっしゃ

るところでありますので、その中で議論をしてい

ただいて、発展性ですとか魅力強化をしていって

いただいていると認識しているところでございま

す。 

○古都宣裕委員 もちろん実行してやっていただ

く方々自体が、楽しい思いをしてやっていかない

とイベント自体も続かないとは思うのですけれど

も、続ける中にも常に新しいことを取り組むよう

なことによって、私は実際に何か本当にこうした

いというものがあれば、予算の拡充があってもい

いのではないかと思うのですけれども、このまま

いくと観光業として先々の未来を考えたときに、

なかなか明るい展望というものを描くのは難しい

と思っているのですけれども、その辺の観光部の

認識としてはどのように認識しているのでしょう

か。 

○武田浩一観光課長 それぞれの実行委員会のほ

うでいろいろ検討していただいていることに対し

て、可能な限り予算の増額については対応させて

いただいているところでございます。例えばこと

しの流氷まつりの50回記念の事業特別協賛という

ことで、プロジェクションマッピング等もいろい

ろやっていただきましたし、補助金についても増

額させていただいているところでございます。 

○古都宣裕委員 なかなか人口減少等々いろいろ

な要因があって、鑑みて難しい事業等であるとは

思うのですけれども、今後の発展も本当に考えな

がらいろいろな事業を実施していってほしいと思

います。 

 次に、観光ＰＲ事業ですけれども、先ほども農

業、漁業系等で連携を聞いたのですけれども、一

番核となって動いているのは観光ではないかと思
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います。そこで観光としてもいろいろな都市など、

アジア圏を中心に訪問しているとは思うのですけ

れども、その中で漁業、農業等をどのように連携

してＰＲ等一緒に行っていくかという部分をお伺

いいたします。 

○二宮直輝観光部参事 他部局との観光ＰＲ等の

連携ということでございますけれども、国内にお

いては、先ほど水産漁港課長もしくは農政課長あ

るいは商工労働課長からも連携の話が出ていたと

おり、あらゆる機会を通して連携を進めていると

いうところでございます。 

 海外ということになると、実際に直接のこれま

での連携ということでのプロモーションの事業と

いうのを直接的にはやっておりませんけれども、

今後、場面にもよりますが、チャンスがあればそ

ういったことも検討していきたいというふうに思

います。 

○古都宣裕委員 いろいろなところでセールスに

行くときに、やはり観光が中心となってセールス

を行っていると思うのですけれども、漁業、農業、

観光が網走の主軸とうたっている以上、しっかり

と連携をとった上で網走自体をＰＲして、また作

物や漁業についても一緒に売り込んでいくことが

網走自体の税収増額にもつながるし、商品のＰＲ

になるのではないかと思いますので、その連携を

もっと密にしていただくことをお願いいたします。 

 もう一つ、ここで観光リーフレット作成事業と

あるのですけれども、観光リーフレットをつくる

こと自体は、私はとてもいいと思うのです。例え

ば昨年私東京都庁など行きましたけれども、その

中で観光のＰＲブースみたいなものがあって、全

国津々浦々のパンフレットが置いてあるのですけ

れども、このリーフレットというのは、来た人に

見てもらうという意味合いももちろんあるとは思

うのですけれど、一番最初の目的としては、来て

もらうために外でまず手にとってもらうことが大

事だと思うのですけれども、その辺の認識として

はいかがでしょうか。 

○二宮直輝観光部参事 観光ＰＲパンフレットに

ついての御質問でございますけれども、まず私ど

もの観光ＰＲパンフレットの役割、使命として大

きく二つ考えております。 

 まずは、今委員がおっしゃったような発地で必

要な情報とそのツールということで、まず行き先

を決めるために意思決定をしてくれる情報を発信

すると。 

もう一つは、着地で必要な情報ということで、

来訪時に時間を有効に使っていただくためのサポ

ートの情報というような大きなツールには機能、

使命、役割があるのだろうと思っています。 

 本来であれば、それぞれの情報の内容、中身、

あるいはその使われ方という観点で見ると、当然

発地と着地での役割が違う以上、情報もやはり違

ってくるわけであります。 

 結果として、本来は発向けと、着での提供する

情報、ツール提供するを分けて情報のツールとし

て整理をし、それぞれの機能にあった有効な使い

方ということになるのだと思いますが、現在の網

走の観光ＰＲ用のパンフレットについては、予算

縮小というような問題も一方にはありますが、そ

の結果として発地の情報、着地のそれぞれの機能、

両面を持たせた役割、内容を持ったツールになっ

ているというふうに思っています。 

 いずれにしても、ツールを効果的に活用するこ

とを前提に、例えば旅行会社を中心とした事業者

に対する営業と、首都圏とか関西圏とかで多くの

お客様、いわゆるモール等を使った観光のＰＲキ

ャラバンといったような、多くの消費者が集まる

モールなどで行われるプロモーションキャラバン

事業といったところでの、それぞれ使い方あるい

は必要な部数なども変わってまいりますので、そ

ういったことも踏まえて過去の実績あるいは当該

年度の想定を含めてツールの作成部数を決め、あ

くまでも効率的に、効果的な使い方ということを

前提にツールを活用していただいているというこ

とでございます。 

○古都宣裕委員 今のお話を聞いてもわかったの

ですけれども、例えばリーフレットというのに限

らず、観光として近隣町村と連携しているのであ

れば、近隣町村もまとめた冊子的なものをつくっ

てしまって、そういった小さなミニ冊子みたいな

ものになれば、逆にいろいろな情報がまとめて手

に入る一つのツールとしての魅力がさらにアップ

すると思います。 

 そういったものに対しては、手に取る回数もも

ちろんふえますし、近隣オホーツクの情報が満載

ですよというような冊子になるわけですから、そ

ういった部分でいくと、いろいろなところ、また

ほかの各市町村が配る場所というのも変わってく

る部分もあって、プラスの相乗効果があるのでは
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ないかと思うのですけれども、その辺はいかがで

しょうか。 

○二宮直輝観光部参事 今の委員からの御質問に

ついては、ほかの地域、あるいは広域でのツール

の製作の必要性というようなことの御質問という

ふうに受け取りますけれども、その観点で申し上

げますと、例えば東北海道観光事業開発協議会、

こういった東北海道圏の行政、あるいは観光事業

者の構成する団体がございます。こちらで広く東

北海道のイベント、あるいはそれに関わるような

アクセス等々の情報を網羅したマップを作成し、

それを観光のプロモーション等に使用したり、あ

るいはキャラバンやプロモーションの各場面で活

用をさせていただいているということがございま

す。そういったことも一方で現在展開をしており

ますので、今すぐ網走の観光ＰＲパンフレットを

大きく形を崩して、違う展開をというようには考

えておりませんけれども、間違いなく広域で観光

の情報を発信していくということは委員のおっし

ゃるとおりでございますので、そういったことの

観点も踏まえまして、いろいろな使い方、あるい

は提供する場所、場面、ＴＰＯにあわせた形での

情報の発信をもちろん考えてまいりたいと思いま

す。 

 それから、観光の情報の発信ということで申し

上げますと、今現在、これからもそうであります

けれども、必ずしも紙媒体だけではなくウエブで

の情報の展開ということも、当然機会も増えてお

りますので、現在もホームページ等、あるいはモ

バイルでの連携も含めて展開をしておりますけれ

ども、そういったことも射程に入れながら考えて

いきたいと思います。 

○古都宣裕委員 前向きな答弁と受け取らせてい

ただきます。 

 事例として挙げると、ふるさと納税に対して何

を差し上げますというのを一つのものに限定せず、

いろいろな商品の中から選んでもらうような冊子

をつくったことによって、ふるさと納税の額が何

十倍にも膨れ上がったまちというのもありますし、

今、情報量の多さというのが、選択制を大きく高

める上でそういったものに需要があるのかと思い

ますので、そういった部分も含めた上で、今後検

討していただければと思います。 

 最後の質問に入ります。 

 監査で昨年12月に配られた指導事項の中に、補

助金についての指摘がありました。多額の繰り越

しをしているような補助団体があったというよう

な指導事項があったのですけれども、どのような

形であって、それに対してどのような指導を行っ

たかというのをお伺いいたします。 

○武田浩一観光課長 監査委員のほうから指導さ

れている事項は、観光課の予算、決算において市

が構成員となっております協議会や実行委員会に

対する負担金に対し、その協議会などの決算に多

額の繰越金が生じているので、適正な執行を求め

られたところでございます。 

 協議会などにおいては、一定の事業を行ってい

くための計画に基づき、事業運営にかかる費用で

すとか収入を見積もり、財源を各構成団体等から

負担金として徴収することとし、市もそれに基づ

き負担金を支出しているところでございます。そ

のような中で、当初事業計画と実績の間に費用、

収入について差額が生じ、繰越金が発生するので

すけれども、継続的な活動をしている協議会など

においては、年度間の財政調整や、年度当初の資

金繰りなどのために、現実的には一定の繰越金の

必要性も生じるところでございます。 

 しかしながら、今回の指導は繰越金が多額であ

ったことによる指導であることから、その趣旨を

十分認識し、協議会等の中で協議しながら適正な

事務の執行に努めていくことといたします。 

○古都宣裕委員 監査で指摘された事項について

全く同じ団体かどうかはわからないのですけれど

も、２年連続で指摘を受けているという部分に関

しては、しっかりと指導事項ということで、会計

の処理上の問題だとは思うのですけれども、また

同じことを指摘されないような適切な処理を求め

て、私からの質問を終わります。 

○立崎聡一副委員長 ここで、暫時休憩をいたし

ます。 

午後３時05分休憩 

午後３時15分再開 

○立崎聡一副委員長 休憩前に引き続き、再開を

いたします。 

 質疑を続行いたします。 

○飯田敏勝委員 それでは、３項目にわたって質

問します。 

 １項目めは、代表質問でもお聞きしましたけれ

ども、天都山エリアの活性化と事業展開には連携

が必要だということで、天都山エリアの魅力向上
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戦略に関連しまして、エリア内施設の連携と具体

的取り組みをまず伺いたいと思います。 

○二宮直輝観光部参事 エリア内の施設等の連携

とその具体的な取り組みについてということの御

質問でございますけれども、委員の御質問の前段

にありましたように、天都山エリアの魅力向上に

向けての整備については大きくことし進められて

いて、来年、新年度にオープンいたします、新天

都山展望台、流氷館の整備事業、また一方は公園

整備にかかわって北海道との連携をしている公園

整備事業の連携、それから前提となりますのは観

光振興計画2014のゾーニングによる天都山ゾーン

の構想といった大きな枠組みの中で進められ、そ

のプロセスの中にあるというふうに認識をしてお

ります。 

 そのプロセスの中で、魅力アップに向けた整備

を進めようということでございますが、施設の範

囲としては、天都山のもちろん天都山展望台・オ

ホーツク流氷館、博物館網走監獄、道立オホーツ

ク公園、北方民族博物館、さらにエリアにある宿

泊施設、飲食施設、果樹の収穫体験施設などを範

囲として考えております。 

具体的な取り組みということでございますが、

これについては、天都山エリア魅力アップ構築事

業の国の交付金を使わせていただく事業でござい

ますけれども、こちらで外部アドバイザーとエリ

アの施設、それからまちづくり団体などで構成を

していただき、その中で天都山の魅力アップやＰ

Ｒをどのようにしていくか、活性化戦略を検討し

ていただく、その中できちんとした方向性を出し

ていただきたいと思っております。その中で具体

的な取り組みは、当然一定程度の答えが出てくる

だろうというふうに思っています。 

 今考えられている具体的な取り組みというのは、

やはり連携をする意味、目的を前提にしてという

ことでございますので、それぞれの施設の個性な

り特徴なり魅力などが相互作用して天都山エリア

の全体の魅力がアップすると、そういうような連

携がやはり一番望ましい連携だろうと考えていま

す。 

○飯田敏勝委員 詳細に御説明願ったのですけれ

ども、本来は天都山エリア魅力構築事業というこ

とで、新規で補正の繰越明許でやると。本来、事

業の企画の段階で連携施設と話し合いをして、普

通は企画、立案ということになると思うのですけ

れども、今回は時間がなかったということで理解

して、私はここで今ずっと話した中で、代表質問

の答弁では、例えばということで、いろいろお子

さん連れのお母さんの場合だとか、知的好奇心の

高いシニア層、この例はいわゆる事務局というこ

との中心的役割の観光部がということだと思うの

ですけれども、具体的に共同できるイベントを、

実際これらの今参事に御答弁願った範囲の施設と

できるのかどうかということを、北方民族博物館、

道立公園、網走監獄などいろいろな施設がありま

すが、それらの連携した施設と具体的に上げると

すれば、抽象的でもいいのですけれども、どのよ

うな共同イベントができるかどうかということも

含めてあれば、お答え願いたいと思います。 

○二宮直輝観光部参事 連携の具体的なあるいは

展開ということの御質問でございますけれども、

天都山エリアの対象とする施設、エリアの範囲と

いうことで、前段で申し上げたとおり、この天都

山ゾーンというのが観光振興計画では、風景と学

び・体験・散策を楽しめるという観光機能を持た

せたゾーニングということでございます。ですか

ら、風景、学び・体験・散策といったキーワード

を楽しめる、そして楽しみ方を提案する、そうし

た連携の仕方だろうと思っています。例えば、こ

れも一つの具体的には現在計画されている段階で

申し上げますと、新流氷館の観光情報ギャラリー

の中で、エリア情報というスペースがございます。

そちらで天都山エリアの旬の情報、あるいは旬の

遊びを発信するということが可能でございますの

で、このようなことを通して連携を取る施設同士

が相互にそうした旬の情報を発信し合って、魅力

を共鳴させて、その相互作用でさらに魅力を拡大

していくというような連携の仕方があるのだろう

と思います。そういった仕組みづくりというのも

一つだろうと思っています。 

 一例ということで申し上げましたけれども、そ

ういうような連携、あるいはそれにかかわったよ

うなイベントも、大きなイベントではなくて、ゾ

ーン、エリアで展開できるような小イベントなど

の企画ということも考えられると思っております。 

○飯田敏勝委員 今、一例として挙げられたので

すけれども、端的に言うと、私が言った北方民族

博物館なり、道立オホーツク公園なり、それから

網走監獄なりでいいますと、道立公園なら大型遊

具施設ができたと、またキャンプ場ですし、ラン
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ニングコースもできるという施設の特徴、例えば

監獄ならば、いわゆる網走監獄ということの歴史

と文化を中心としたものを組み合わせてできない

のかということと、北方民族博物館ならば、北方

民族系としては日本で唯一の博物館ですので、そ

ういう中にかなり蓄積された資料なりノウハウを、

私は持っていると思うので、そういうことを組み

合わせたもの。私は昨年の流氷館の持ち方の質問

の中で、流氷館にも学芸員を置いたらどうだとい

うようなことを言ったのは、網走監獄でも北方民

族博物館でも学芸員を置いて、その中でいろいろ

な企画をしたり調査をしたり、さまざまな事業の

企画をしているということですから、そういうこ

とも含めて、今参事の言った一例を挙げて各施設

の連携というものを今後、先ほど言った魅力アッ

プの事業策定の中で、私は大いに取り入れてほし

いと思うのです。 

 質問の最後なのですけれども、同時にエリア内

の中心的施設はいろいろあるのですけれども、こ

の施設がどういうことに作用するかというと、宿

泊につながる戦略をどうつなげていくかというこ

となのですけれども、その辺で考えはありますか。 

○二宮直輝観光部参事 宿泊につながる、宿泊を

促進するといった観点ばかりではなく、魅力アッ

プの基本的な目的ということを考えたときに、滞

在時間を延ばす、それから新しいお客様を開発す

る。結果として、滞在中のお客様の消費を拡大す

るということが大きな目標、命題でございますの

で、委員のおっしゃるとおり、まず結果として宿

泊という形につながっていくのだろうというふう

に思っています。それからそれを考えたときに、

それぞれの施設の特徴、個性あるいは規模という

ことを考えると、結果としては一定程度の滞在時

間を促進できる施設というのが中核になってくる

というふうに思います。 

○飯田敏勝委員 前からの議論なのですが、集客

はするけれども宿泊にもっていくのはなかなか大

変だということなのです。しかし、私が戦略する

なら、今参事が言った天都山ゾーン、この隣がい

わゆる網走湖畔のリラクゼーションゾーンです。

ここには、宿泊の施設がかなりあります。そうい

った中で、観光振興計画の事業の中にそのゾーン

が入っています。今言っているのは、そこのゾー

ンの中の天都山エリアで事業を組んだら、そのゾ

ーンの隣で宿泊を伴うような魅力あるプログラム

は組めるはずなのです。 

 だから市内全体の宿泊に影響を与えるのはもち

ろんのこと、私はこれをやるのだったら戦略とし

てこのゾーンの中で宿泊できる、先ほど範囲も宿

泊施設も挙げていましたので、そこら辺のゾーン

の中でできるということからいうと、そう難しい

ことではないので、そのプログラムをつくるとい

うことも一つ念頭に置きながらこの事業をまず進

めていってほしいと思います。この質問について

はこれで終わります。 

 次に、網走マラソンについてであります。 

 これは23日に募集を開始しまして、既に実行委

員会が４回ほど開かれていると。各部会も、いわ

ゆる課題を残しながらも進んでいると。スタート

・ゴールも、代表質問の答弁ではおおむね専門家

にアドバイスをいただいて、順次整理しながら進

捗しているということから、４点にわたって質問

したいと思います。 

 私が心配しているのは、駐車場についてです。

駐車場のことについて質問しましたけれども、前

の御答弁では1,500台だったのですが1,000台とい

うことで、この1,000台のほかにいわゆるイベン

ト関係の駐車場も設けるので、それプラスアルフ

ァだと思うのですけれども、まず一つに本格的な

雨の到来を想定したものかどうか伺いたいと思い

ます。 

○武田浩一観光課長 ランナーの専用駐車場につ

いてですけれども、大曲湖畔園地の奥の草地ゾー

ンを利用することと予定しております。草地のた

め比較的雨には強く、新たな造成は行わないで、

草刈りなどの一定程度の環境整備をした上で活用

を予定しており、雨天時の水たまりで駐車できな

い場所を除いても約1,000台の駐車が可能という

ことで、判断させていただいております。 

○飯田敏勝委員 認識の差だと思います。私が選

手なら、実際に来まして雨が降っていなくても草

地ですと、駐車場はこういう程度かという印象を

まず受けます。雨が降っていると、今言った水た

まりを避けて駐車場にするということですから、

それなりの印象しかないのです。 

 私が思うには、最低玉砂利程度を投入して締め

て、排水をある程度可能にした駐車施設というこ

とを思うのですけれども、その辺の考えでかなり

な雨が降っても、事前に雨が降ったり、例えば網

走湖が溢れて湖畔園地のほうにかなり浸水したと
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いう場合も全部想定した御答弁なのですか。 

○武田浩一観光課長 駐車場につきましては、他

の大会と比較いたしましても、そんなにきちんと

した駐車場が整備されているというのはなかなか

ない現実にあるかと思います。駐車場のその後の

整備等につきましては、雨の対策も含めて、建設

部とも協議しながら打ち合わせをしてみたいとは

思っております。 

○飯田敏勝委員 その辺の認識の違いがあるので

すけれども、そういうことでしたら、あの場所は

私も植樹で毎年参加しているのですけれども、掘

ってもかなり塩分の含んだ土で、締まりのいいと

ころは締まりのいいというような感じですので、

整備の仕方と運用の仕方で、いわゆる仮駐車場と

いう位置づけなら、私はその程度かなと思うので

す。今言ったさまざまな雨の到来なり浸水するよ

うな到来ということを考えて、今後その辺も含め

て私は一つの検討課題ということで位置づけたら

いいと思います。 

 次に、伺います。コースの安全対策について伺

います。 

 このコースは制限時間が６時間ですので、要項

では能取岬の14.4キロ地点、29キロ地点、35キロ

地点で制限時間を設けていますけれども、やはり

このコースの一番の特徴というのは、売り物にし

ている景色なりですけれども、観客がいない区間

というか距離が多いのです。例えば二ツ岩からレ

イクサイドパークまでは、沿道に観客がいない、

無観客で、いるのは関門の関係者と観察車なので

す。その場合、至るところにリスクのあるところ

があるのです。例えば、観客がいるコースですと、

何かあれば観客の方がある程度一緒に手伝って対

応してくれるだとか、そういうこともあるのです

けれども、二ツ岩から上って右は海側、左は岬の

山側で入る道路がかなりありまして、そこで制限

時間の関係で、余裕のある方なり具合が悪くなっ

たりさまざまな面で横道に入ったりするというこ

となど、さまざまな出来事が想定されるのですけ

れども、まずはこれらのことをシミュレーション

しているかどうか伺いたいと思います。 

○武田浩一観光課長 委員のお話のとおり、二ツ

岩を超えてから横道があるということは認識して

おります。また、制限時間が６時間と、ほかの大

会と比べて緩やかになっているということで、委

員がおっしゃったように、横道に入って景色を見

て休憩をするというようなさまざまな出来事も想

定できるというふうには考えられます。 

 その辺も含めて、現在、専門家の方や多くのマ

ラソン大会に携わっていらっしゃいますコンサル

タントや企業などから、常にアドバイスをいただ

きながら実施計画等を更新していっておりますの

で、その辺の対応も含めまして、あらゆる出来事

を想定しながら万全の体制で臨んでいきたいと考

えております。 

○飯田敏勝委員 このコースは専門家が要らない

のです。公認ではないですし、地形を知っている

のは地元なので、地元の道路を知っている人だと

か地元の事務局なりがしっかりとこのコースの盲

点はどこにどうなるかということ、特にトンネル

だとか海岸だとか能取湖だとか岬のほうだとか、

さまざまなリスクのある地点というものがありま

すので、これは専門家に聞かなくても地元できち

んとチェックすれば、対策は練れると思います。 

 それとレース中にいわゆる倒れてしまったとか、

不測の事態が起きる場合があります。以前、消防

議会で救急車も配置できるとお聞きしました。こ

の救急車をどこに置いて、不測の事態が起きたと

きに病院までどのような経路を考えているのか、

まず伺いたいと思います。 

○武田浩一観光課長 レース中の不測の事態の関

係でございますけれども、数キロにわたってラン

ナーが点在していくマラソン大会において、命に

かかわるような最悪の事態とならないため、傷病

者が発生した場合の早急な対応の体制づくりが重

要であり、安心して走ってもらえる救護体制をし

っかり確立しなければならないと考えているとこ

ろでございます。 

 その中で、救急車というお話でございますので、

救急車の関係につきましては近日中に消防署と救

護体制の打ち合わせを予定しておりますとともに、

みずからがランナーでもございます市内の病院の

医師と打ち合わせを予定しておりますので、その

中で万全の体制で臨むような形で考えているとこ

ろでございます。 

○飯田敏勝委員 恐らく不測の事態の発生地点の

問題だと思うのです。例えば、岬のところは14.4

キロですから、救急車を置いておくのはどこにし

ておくか、岬のところに置いておくのかレイクサ

イドパークに置いておくのかによっては全然違う

と。例えば、レイクサイドパークに置いておくと、
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29キロ、30キロ地点ですので、経路としてランナ

ーは29キロ地点まで向って走っています。そうす

ると、救急車は順路ではなく逆走行になりますか

ら非常に危険です。その場合は観察車なり救護車

なりがそこまで連れていくか、それともどのよう

な配置をするのか。逆に、岬の手前で不測の事態

が起きたら、救急車は岬に置いておいて逆走する

ほうが早かったらそういうことをすると。また途

中にマラソンの練習コースで、岬から二見ヶ岡に

向かうコースがあります。これは砂利道なのです

けれども、ここも通れるというような経路もいろ

いろ考えられるので、あらゆるシミュレーション、

道路に詳しい方だとか、消防署の救急、それから

救命救急士乗っていますので、そういう配置も含

めたきめ細かな対応がいるのではないかと思いま

す。これはアドバイスです。 

 次に、インターネットでの反応と事前申し込み

状況なのですけれども、23日に開始するというこ

とですけれども、きょうは16日です。今までに振

替用紙の申し込みとインターネットでの申し込み

という状況があると思うのですけれども、現在の

ところどのような割合といいますか、どのぐらい

の数が来ているのかわかりますか。 

○武田浩一観光課長 インターネットと振替用紙

の関係の御質問でございますけれども、電話によ

る問い合わせが事務局のほうにもいろいろ来てい

るところでございます。 

 基本的に振替用紙につきましては、大会のエン

トリーセンターへ問い合わせとなることでござい

ますけれども、事務局のほうにも振替用紙の送付

依頼が来ております。現時点では振替用紙につき

ましては、市のほうへの問い合わせがあって送付

したのが70件、またエントリーセンターのほうへ

は80件、合わせて150の振替用紙を送付している

というところで聞いております。 

○飯田敏勝委員 通常の大会をいろいろと調べま

すと、大体振替用紙が１割から２割、あとは８割

から９割というような現状が多いようですけれど

も、それからいくと、２割ですと150の８割がイ

ンターネットで来るというようなことなのですけ

れども、そういう現状というのはあくまで各大会

の推計なので、ただこれの反応というのは非常に

敏感なので、恐らく振替用紙が２割になるか３割

になるか、７割がインターネットかというのです

けれど、インターネット申し込みのほうが圧倒的

に８割から９割というのは大きな大会の現状なの

で、その辺も含めた対策なりを今後ともやってい

ったらいいのではないかなと思います。 

 マラソンについての最後です。代表質問でも伺

いましたが、宿泊商品の内容と強調したい特典は

どういうところですか。 

○武田浩一観光課長 宿泊ツアーの商品につきま

しては、既にオホーツク網走マラソンのホームペ

ージに掲載をしているところでございます。その

中で、航空機、バス、ＪＲなど、個々のニーズに

合わせた商品を設定していただいているところで

ございます。また、ランナーという特殊なことも

ありますので、ランナーの行動に合わせた朝食時

間や、メニューを考慮した商品も用意されている

ということになっております。 

 このように、いろいろな交通手段で来網するこ

とができるなど、ランナーの選択肢をふやすとい

うことができる商品をたくさん造成していただい

ているところでございます。 

○飯田敏勝委員 その場合は非常に問題というか、

特典というのはいわゆる航空運賃ですと割引だと

か、それからバスやＪＲを使うとパックで安くな

るとかということなのですけれども、見た限りで

はそう安くはならないというか、１泊が中心です

ので。 

 ただ、商品をつくるときには網走に留まっても

らうと。私もインターネットで検索して見ている

のですけれども、コース案内図だとかコースの景

色の画像だとか、さまざま掲載されています。そ

の場合に、ツアー商品をつくる場合は、ただ大会

に来て網走の食と景色を楽しみながら走って帰る

のではなく、そのあとをどう回ってもらうのかと。

ツアー会社も１泊ではなかなか大変なので２泊、

３泊できるような、回れるような商品も私はやは

り開発していくべきだと思うのですけれども、今

後のこともあるのですがいかがでしょうか。 

○二宮直輝観光部参事 マラソンに御参加のお客

様向けの商品の造成の御質問でございますけれど

も、今現在としては御指摘のとおり、基本的には

マラソンに参加する目的だけに絞り込んだ商品に

させていただいております。 

 商品については、ほとんどが個人型の商品にな

っておりますので、お客様によっては連泊を希望

されるお申し込みをいただくとか、あるいはそれ

と付随して、網走の滞在のあとにほかの地区、ほ
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かの地域を回って旅行プランを組まれるといった

一定程度の自由度を持った商品になっております

ので、お客様の御希望には一定程度お応えできる

というふうには考えております。 

○飯田敏勝委員 その道の大ベテランの参事が言

うことですから、ぜひ期待したいと思います。 

 それでは次に移ります。３項目めは、大曲園地

です。さきに平賀委員だとか、古都委員も触れま

したので、重複しますけれども通してやります。 

 園地を取得してから10年、さまざまな計画の変

遷を経まして、現在に至っています。初めの大曲

園地の実施計画方針を踏まえた７項目というのが

あります。この７項目が非常に重要で、体験・学

習型観光施設として通年運営を可能にするだとか、

市民の新たな居場所づくりの滞在型観光を誘発す

るだとか、環境に合ったエネルギーの活用とか、

市民によるコミュニティービジネス、それから有

料エリアの設置等による園地経営の確立というも

のもあります。 

 こういうことから見て、これらの７項目の実施

方針の検証と課題というものを端的にお示し願い

たいと思います。 

○武田浩一観光課長 平成22年３月に大曲湖畔園

地整備実施計画の策定委員会に策定された、実施

計画の中に記載されております実施計画方針とし

て、市民の憩いの場であり、観光客の自然環境学

習・体験の場、地域産業の場として多様なニーズ

に対応できる環境を意識した体験型の観光地づく

りを目指す７項目、先ほどおっしゃられたように

７項目が示されております。 

 それにつきましては、その方向に向かった取り

組みは実際に行っているものの、項目の中で環境

に配慮したエネルギーの活用ですとか、市民によ

るコミュニティービジネスの創出、有料エリアの

設置等による園地経営の確立の項目のように、で

きていない部分もあり、園地が目指すといった点

には至っていないという現実はございます。 

○飯田敏勝委員 至っていないという現状なので

すけれども、これは計画ですから、湖畔農場のう

ち湿地や河畔林等の環境を生かして、この当時網

走市のランドマークということで、天都山の麓に

公園機能を創出して市民の環境体験と憩いの場と

しての役割や、観光客が自然環境を体験するとい

うようなこともいろいろ書いているのです。計画

ですから、７項目が諸般の事情によって遅れたり

することは当然あります。しかし同時に、この実

施計画には整備計画がついています。整備計画が

進行していく。平賀委員などからもいろいろ質問

があったのですけれども、進捗状況において検証

と評価をこの整備計画にも入れていかないと計画

の意味がないと思うのです。よって、全体の整備

計画の進捗状況もあわせてお聞きしたいと思いま

す。 

○武田浩一観光課長 整備計画の進捗状況につい

てでございますけれども、計画に基づきまして国

道238号線からのエントランスの出入り口の改善

及びアプローチ道路の改修などを行ったものもご

ざいますけれども、センターハウスなどの施設整

備には多額な費用が見込まれることですとか、運

営体制の確立などに課題がございまして、計画を

基本としているものの、それぞれの本格的な整備

には至っていない状況にございます。 

○飯田敏勝委員 整備計画も、８項目あります。

計画地を７地区にゾーニングして各エリアの役割

を位置づける、樹林湿地ゾーンを中心としたフッ

トパスを整備するとか、天都山からの眺望にイン

パクトのある風景を創出する、これなどは、天都

山流氷館を建てるときにも議論になりました。農

草地や農地への植林により河畔地帯を拡大するだ

とか、水路を改善して、さまざまなビオトープを

やるだとか、ヨシ原の活用などいろいろあります。 

 出入り口部分は改善されました。問題は、この

整備計画に一期と二期、第一次、第二次を設けま

して、いわゆる第一次整備期間、第二次整備期間

とやっています。この第一次の平成23年度から平

成27年度に、いわゆるこの間に設定する、平成27

年度というと４月１日から平成27年度なのですけ

れども、これらのところにセンターハウス、フッ

トパス、駐車場、トイレなどをもう設置しなけれ

ばならないということで入っています。 

 先ほど、他の委員の質問で3.11以後、経費がか

かるということで未整備ということなのですけれ

ども、こういうことがなぜそういう形でしか説明

されてこなかったのか、その辺の事情をお聞きし

たいと思います。 

○武田浩一観光課長 先ほど他の委員の皆さんの

御質問にお答えした部分もございますけれども、

平成23年３月に東日本大震災など環境の大きな変

化がございました。そういったことも含めまして、

センターハウスなどの施設整備には多額の費用が
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見込まれて、それとともに運営体制の確立などに

課題がございまして、計画を基本とするものの当

面の整備の方向性が大曲湖畔園地利用推進協議会

のワーキンググループに議論されまして、さらに

それらの方針に基づいて毎年見直しを進めながら

整備、利用を進めさせていただいたところでござ

います。 

○飯田敏勝委員 この整備計画の図面を見ると、

やはり図面は図面で私は生きていると思うのです。

先ほど古都委員の質問にもありましたが、ランニ

ングコースの造成についての質問で、造成をする

かどうかも含めて検討するということだったので

すけれども、それはそれでフットパスの造成とつ

ながってそれなりに結びつくのですけれども、今

回の網走マラソンの実施に伴ってのコースだとか、

広場の芝生の地域に芝生を張りつけする、また駐

車場の位置と規模もいろいろあります。 

 こういうことを今課長が御答弁なさった準備会

というのでしょうか平成23年の３.11後に、これ

らを全体の計画を凍結したような感じで整備でき

るものをするというのは、要するにマラソン大会

の実施によって今は大きく変わっていくのですけ

れども、その辺に整合性がないと思うのですけれ

ども、今後どのような感じでマラソンの整備と今

までの整備と整合性をとるのでしょうか。 

○武田浩一観光課長 計画につきましては、おっ

しゃるようにマラソン大会は想定しておりません

でしたけれども、そのような新しいファクター等

が出てきたということで、園地の多目的な利用、

有効活用ということを考えまして、そういうふう

にしていっているというところはございます。 

 また、大曲湖畔園地の整備事業といたしまして、

フルマラソン、５キロ、３キロコースにも活用で

きる、先ほど申しましたけれども、センター道路

の整備ですとか、外周路の整備を行いますことか

ら、周遊によりますランニングですとか、ジョギ

ングですとか、ウォーキングにも利用できるもの

と考えているところでございます。 

 そのような形の中で、観光状況の変化などに対

応するために芝生の関係でいいますと、「海と大

地の収穫祭」などでも利用するなど、整備の実施

計画とは異なる整備もございますけれども、観光

環境の変化や園地に有効な活用を考え、実施して

きたところでございます。 

○飯田敏勝委員 実施計画とは違うと、しかし有

効に活用していると。これは実質的に計画変更で

はないかと思うのですけれども、その辺の認識は

いかがですか。 

○武田浩一観光課長 園地の多目的利用という部

分を考えまして、そうさせていただいているとい

うことでございます。 

○飯田敏勝委員 多目的利用ならば、平成23年か

ら平成27年度の計画では、遅きに失していると思

うのですけれども、私は明確な見直しは計画変更

だと思うのです。ましてやお金がかかるというこ

とであれば、整備計画の中に、設定の工期や年次

計画の中で、工期や概算工事費なるものが載って

いるのです。これであれば、正式な現在の実施計

画と整備計画の進捗状況と、他の計画もあるので

す。なぜ他の計画かというと、環境基本計画、景

観と緑の基本計画、観光振興計画24に大曲園地の

位置づけがしっかりと載っているのです。 

 先ほど私が言いました、天都山から見た景観を

創出するというのは、まさにもともとこの整備計

画に基づいた景観を創出するものだったのに、ま

してや今、いろいろな天都山エリアを開発してや

るというときに、どんな湖畔園地の形になってい

くかというのは、明らかに私は整合性がないと思

います。だからこそ、この進捗状況と途中の多目

的のために計画変更といわれるようなやり方では

なしに、現在の利用状況などを勘案して、整備実

施計画の見直しをすると。やはり正式な場でしっ

かりと議論をして見直したほうが、新たな計画を

つくれますし、工期の設定でも、概算でどのくら

いかかるか、ましてやどのぐらいかかるかという

ことは、特に財政問題ですから非常に難しい問題

も含んできます。今回のように、国の交付金が入

ったのでこれだけの事業ができたとか、さまざま

なことができると思うのですけれども、私はしっ

かりとその辺を含めて計画の見直しを図る時期で

はないかと思うのですけれども、この辺は課長に

聞いてもだめだと思うので、市長か副市長か部長

にしっかりとお答え願いたいと思います。 

○田口桂観光部長 大曲湖畔園地の問題につきま

しては、おっしゃるとおり、長年にわたって課題、

懸案でございまして、今課長が答弁させていただ

きましたように、平成22年３月の計画以降、震災

の関係もあって周辺の観光に係る環境も変わって

きたということもございます。一方で、財政の状

況というものもございます。 
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 この大曲湖畔園地を進めていく上で、やはり一

番現実的に課題というふうになるのは、面積が非

常に規模の大きなものであるということと、それ

からいろいろなゾーニングをしていただいている

計画ではあるのですけれども、それらによってい

ろいろなそれを担うノウハウが必要になるという

ことがあると思います。 

 その中で、それを観光客の皆様にとって魅力的

な施設になるためには、やはり一定の運営のスキ

ルというか、包括的にそれを運営していくという

スキルを持った運営をしていかなければいけない

ということが、具体的に進めていく中では一番大

事な問題ではないかというふうに考えております。 

 それで、その中で建設費については、一定の建

設費はこの計画の中でシミュレーションはされて

いるのですけれども、それにかかる運営費用とい

うものに対しての検証というのがなかなか難しい

問題もありまして、そこまでは整理されていない

計画となっております。それで、こういう大規模

の公園を運営していく中では、建設費もあるので

すけれども、運営費の占める割合というのが非常

に多くて、そこでの収益性という問題がかなりネ

ックになっているというのは、全国の類似の施設

を見ても明らかになっておりまして、そうなると

当然運営に対する市の財政負担がどのような程度

になるのかということ、それもこれぐらいの大き

な施設になると少額ではないということが大きく

想定されるということもあります。 

 その上で、これまでいろいろ課題を可決してき

たのですけれども、なかなかばっと進むようなこ

とにはなっていなかったので、今年度、先ほど言

ったように、当然管理運営のトータル的なマネジ

メントをやっていくためには、やはり民間の活力

を活用させていただきながら進めなければいけな

いということがありまして、内閣府が民間活力の

活用というものに対して、それぞれの地域の取り

組みについて支援しますよというような事業があ

りましたので、それに活用させていただこうとい

うことで、内閣府のほうの発注でこの大曲湖畔園

地を対象とした地域振興を促す交流施設等の複合

整備・運営に関する調査・検討ということで、民

間の活力を導入したほうがいいのか、それと今の

計画のままでやっていったら収支はどのようにな

るのか、というようなことの調査・検討をしてい

っていただいているところであります。 

それで、その調査は今年度いっぱいでまとま

りますので、検討内容を見て、結果も含めてもう

一度運営のあり方というところも含めて、もう一

度検討していかなければいけないのではないかと。

先ほど言ったように、運営に係る部分での財政負

担の部分が非常に大きく見込まれることなので、

そこはやはり慎重に検討していかなければいけな

いのではないかというふうに考えております。 

○飯田敏勝委員 いずれにしても、現在はもう進

んでいるのですから、網走マラソンのゴールで収

穫祭をやって、芝生はことしも張ると、駐車場も

そういう形でやるということで、現実的にはどん

どん見直しというか、変更の計画が進んでいる。

しかし、今部長が言ったように、造成にもお金が

かかる、維持・運営にもお金がかかるとなったと

きに、やはり正式な場でこういう経過でこうなっ

てこうしていかなければならないというような場

がないと、私はだめだと思うのです。 

 ましてや、これをつくった委員会というのは、

ずっと利用計画の委員会から、平成17年度につく

った基本利用計画、それから平成22年度の整備計

画の委員会というものはあるものですから、そう

いうところでしっかりと検証して、どういう形に

していったらいいかと。財政は財政で、そんなこ

と駄目だと言うかもしれませんが、網走の財政に

は結構厳しい人がいますから。その辺も含めて、

やはりしっかりとその場で見直すということと捉

えていいのですね。 

○田口桂観光部長 おっしゃるとおり、市民の方

々、それから大学の先生にもかかわっていただい

てつくった計画でございます。それで、今飯田委

員がおっしゃったような検討をするにも、そのた

たき台の根拠というものがなければいけないので、

それを今回の内閣府の事業を活用させていただい

たということでございます。ですので、そのたた

き台ができ上がるということなので、飯田委員が

おっしゃるように、これまでかかわっていただい

た策定委員会の中でも、再度そのたたき台、根拠

を示しながら、どのような方向がいいのかという

のを話し合っていかなければいけないということ

でございます。 

○飯田敏勝委員 そういう方向で、進んでもらい

たいと思います。終わります。 

○立崎聡一副委員長 以上で、本日の日程であり

ます一般会計の歳出のうち、労働費、農林水産業
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費、商工費及びその特定財源に関する歳入並びに

関連議案１件の細部質疑を終了しました。 

 本日はこれで散会とします。 

 再開はあす午前10時としますから、参集願いま

す。 

 御苦労さまでした。 

午後４時07分散会 

 


